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2　歴　代　市　長

代 氏 名 就任年月日 .退任年月.日 代 氏 名 就任年月日 退任年月日

1 杉村 大八 明 22. 5. 6 明 26. 7. 9 ll 平野 龍起 昭 17. 6.25 晒 20. 8.10

2 松崎 為己 〝 26. 9.15 〝30. 8. 2 12 石坂 繋 〝20. 10. 4 〝21. 3.ll

3 辛島 格 〝 30. 9.13 大 2. 1.20 13-14 福田 虎亀 〝 21. 6.14 〝23. 2. 9

4 山田 珠一 大 2. 4. 2 〝 3.10.10 15 佐藤美佐男 〝23. 4. 7 〝27. 3. 7

5 依田 昌今 " 4. 1.14 〝 6. 9. 3 16 林田 正治 〝27. 3.20 〝31. 2.23

6 佐柳 藤太 〝 6.ll.20 〝10.ll.19 17-18 頻口 主税 〝31. 3.16 〝38. 1. 4

7 高橋 守堆 〝 11. 1.19 〝14. 7. 13 19-20 石坂 繋 〝38. 2.15 〝45..ll.26

8 辛島 知己 〝 14. 9.14 昭 4. 7. 4 1~ 24 星子 敏堆 〝45.12一20 〝61.12. 6

9

10

山田 珠一

山

昭 5. 2. 5

〝 9. 5.14

〝 9. 4.17

〝17. 5.13

2 5 日1尻 靖幹 〝61.12. 7 在 任 中

3　職　　　員　　　数 (昭62-4. 1現在)

区 分 定 数

現 員 数

吏 員 そ の 偽 計

市 長 事 務 部 局 3,552 3 ,33 6 99 3 ,43 5

議 会 事 務 局 26 2 5 1 2 6

選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 22 13 1 14

監 査 事 務 局 14 13 0 13

撃 毒 筆 募 金 若 葉 雪 盗 品
911 860 ー 18 8 78

公 平 委 .員 会 事 務 局 5 市長事務部局兼務

消 防 局 5 36 5 24 1- 525

農 業 委 員 会 事 ′務 局 27 20 20

交 通 局 582 449 30 479

水 道 局 397 375 20 39 5

計 6, 072 5, 615 d 70 5 ,78 5

4　給　　　　　与

(1)局別職員給料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭62,4. 1現在)

区 分

局 別

給 料 月 額

平 均 年 齢
平 均

勤 続 年 数最 高 最 低 平 均

市 長 事 務 部 局 5 3 6,7 0 0 円 1 1 1,2 0 0 円 2 5 1,4 5 0 円 3 8 歳 0 9 月 1 5 年 0 1 月

議 会 事 務 局 4 6 6,7 0 0 1 4 1,6 0 0 2 6 8 .4 0 0 3 9 - 0 6 1 6 ・0 6

選 挙管理委員会事務局 4 2 0,6 0 0 1 1 1,2 0 0 2 4 7 ,9 0 7 3 7 . l l 1 6 * 0 0

監 査 事 務 局 4 1 4 ,0 0 0 1 8 3,3 0 0 2 9 1,2 3 8 4 2 - 0 4 1 9 - 0 8

教 育 委 員 会 尊 顔局 4 6 5,8 0 0 1 1 9,4 0 0 2 7 9,1 5 6 4 2 . 0 5 1 6 * 0 3

消 防 局 4 5 4,7 0 0 1 1 9,4 0 0 2 5 0,2 3 8 3 7 ・0 3 1 5 - l l

農 業 委 員 会 事 務局 4 3 2,4 0 0 1 2 7,9 0 0 2 7 8,7 9 5 4 2 ・0 0 2 0 ・0 2

交 通 局 4 2 0,6 0 0 1 1 9,4 0 0 2 5 8,2 0 0 4 6 ・0 9 1 9 ・0 7

水 道 局 4 2 6,6 0 0 1 1 5,2 0 0 2 5 0,9 1 1 3 8 ・0 3 1 5 * 1 0

全 体 5 3 6,7 0 0 1 1 1,2 0 0 2 5 6,2 3 4 3 9 . 1 0 1 5 ・1 0
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(2)初任給基準

(昭62.4. 1現在)

区 分 職 種 試 験 学 歴 免 許 等
初 任 給

等 級 号 俸 金 額

般

職

職

負

袷

料

義 .

般 職

正試

m .

の験

上 級 6 2 132.2 00

中 級 7 6 119 ,400

初 級 7 3 10 7,700

そ の 他

大 学 卒 6 2 13 2,200

短 大 卒 7 6 11 9,40 0

高 . 校 卒 7 3 10 7,7 00

中 学 . 卒 7 1 . 10 1,0 00

保 母 短 大 卒 7 6 1 19,40 0

業 務 職
高 校 卒 7 3 10 7, 700

中 学 卒 7 1 10 1,0 00

医

痩

技

術

職

薬 剤 師 大 学 卒 6 2 13 2,2 00

栄 養 士 大 学 卒 6 、2 1 32,2 00

診 療 放 射 線 技 師 短 大 3 卒 7 8 127, 900

臨 床 検 査 技 師 短 大 3 卒 7 8 127,9 00

理 学 療 法 士 短 大 3 卒 7 8 127,9 0 0

歯 科 衛 . 生 土 新 高 4 卒 7 4 111,2 00

獣 医 師 修 士 課 程 修 了 6 4 141,6 00

香
請
煤

m
職

保 健 婦

助 産 婦
大 学 卒 6 2 13 2,200

看 護 婦
短 大 3 卒 7 8 12 7,9 00

短 大 2 卒 7 7 12 3,600
消職 範

防員表

消 .
防
喝 .
硝 防 士

瑠 上 級 大 学 卒 7 8 14 1- 600

初 級 高 校 卒 7 2 11 5,20 0

‡字 医
% 医 師 . 歯 科 医 師

博 士 課 程 修 了 4 8 2 40,2 00

医 大 卒 4 1 166.6 00
教職翌

育給(1)
35

育 .

職

高 校 教 員
大 学 卒 2 1 128, 900

短 大 卒 3 3 11 1, 500

撃職粁
義

育給(2)

幼稚園教員 l各種学校教員
大 学 卒 2 4 128,2 00

短 大 卒 2 1 11 0,80 0

(3)特別職の給料及び報酬

区 分 現 行 給料 月 額 施 行 年 月 日 改正 前 給 料 月額 施行 年 月 日

市 長 8 98 , 0 0 0 円 昭 61 . 4 . 1

〟

′′

〟

〟

昭 62. 3 . 1 4 ←儲 職 員 1等級 通用)

8 8 5 , 0 0 0 円 昭 60 . 7 . 1

助 役 70 9 , 0 0 0 7 0 3 , 0 0 0 ′′

収 入 役 637 , 0 0 0 6 3 1, 0 0 0 〟

′′

〟

常 勤 監 査 委 員 528 , 0 0 0 5 1 8 , 0 0 0

企 業 管 理 者

教 育 長

540 , 0 0 0

4 9 0 , 7 0 0

5 3 0 , 0 0 0
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区 分 現 行 報 酬 額 施 行年 月 日 改正前御 坂 施 行年月 日

教 育委員 会

委 員 長 月 額 98 , 0 0 0 円 昭 62 . 4 . 1

〟

9 5 , 0 0 0 円 昭 6 1 . 4 . 1

〟
委 員 月 額 5 7, 0 0 0 5 6 , 0 0 0

監 査 委 員

知離 験 を有 す る者の う ちか ら選 任 さ

れた 監査 委員 ( 非 常 勤 )

市 議 会 議 員 の う ち か ら 選 .任 さ

れ た 監 査 委 員

月 額 9 5, 0 0 0

月 額 4 2 , 0 0 0

〟

昭 6 1. 4 丁1

9 4 , 0 0 0

4 1 , 0 0 0

〟

昭 6 0 . 7 . 1

公 平委 員 会

委 員 長 月 額 57, 0 0 0 周 62 . 4 . 1

〟

‖5 4 , 0 0 0 昭 6 1 . 4 . 1

〟
委 員 月 額 4 1, 0 0 0 4 0 , 0 0 0

選 挙 管 理

要 員 会

委 員 長 月 額 57 ,0 0 0 〟

〟

昭 61 . 4 . 1

5 4 , 0 0 0 〟

′′

昭 54. 4 . 1

委 員 月 額 4 1, 0 0 0 4 0 , 0 0 0

臨時 に選 挙管 理 吏員に充 て られ た補 充員 日 . 額 7, 0 0 0 5 , 0 0 0

.投 票 管 理 者 及 び 開 票 管 理 者 1 回に つき 8 ,0 0 0 〟 7, 0 0 0 昭 58 . 4 . I

選 挙 長 1 回につ き 8 ,0 0 0 〟 7, 0 0 0 ′′

投 票 立 会 人 、 開 票 立 会 人 及 び 選 挙 立 会 人 1 回につ き 7,0 0 0 〟 6 , 0 0 0 〟

固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 委 員 日 額 7 ,0 0 0 〟 5, 0 0 0 昭 54 . 4 . 1

農 業委 員会

会 長 月 額 5 7, 0 0 0 昭 6 2 . 4 . 1

〟

〟

5 4 , 0 0 0 昭 6 1 . 4 . 1

〟

〟

副 会 長 、 部 会 長 及 び 副 部 会 長 月 額 4 1, 0 0 0 4 0 , 0 0 0

部 会 の 委 員 及 び そ の 他 の 委 員 月 額 3 8, 0 0 0 3 7 , 0 0 0

婦 人 相 談 員 月 額 8 5, 9 0 0 昭 6 1 . 4 . 1 8 1, 3 0 0 し昭 6 0 . 4 . 1

家 庭 相 談 員 月 額 8 5, 9 0 0 〟 8 1 , 3 0 0 〟

社 会 教 育 指 導 員 月 額 8 声,9 0 0 昭 6 2 .4 . I 8 1 , 3 0 0 昭 6 1. 4 . 1

そ の 他 の 非 常 勤 の 職 員

日額 7,0 0 0 円以

内 に お いて 市 長 が

定 め る額

ただ し、 特 別 の事

由 に よ りそ の撃 酬

を月 額 又 は 年 額 を

も って定 め る場 合

に お い ては 予 算 の

範 囲 内 にお い て 市

長が 定 め る額

闇 61. 4 . 1

0 ^ 5 ,0 0 0

円 以 内 にお

い て市 長 が

定 め ろ.額

た だ し、特

別 の事 由 に

よ りそ の報

酬 を月 額 又

は年 額 を も

って 定 め る

場 合 に おい

て は予 算 の

範 囲 内 にお

い て市 長 が

定 め る額

昭 54 . 4 . 1
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(4)旅　　費

(昭54. 4.28施行)

区 分 鉄 道 賃 船 賃

b m

( 1 日につき)

m m

( 1 夜 に つ き )

食 卓 科

( 1 夜

につ き )甲 埠 方 乙 地 方

75L

市 長 . 助 役 .

収 入 役

運賃 の等級 を 2 階級 運賃 の等級 を 3 階級 円 円 円 円

1 に区分 する線路 にあ

っては.上級の運賃

運賃 の等級 を設けを

に区分す る船舶 にあ

って は 中級 の運 賃

2 階級 に区分す る船

2,5 0 0 1 2,5 0 0 l l,3 0 0 2,5 0 0

1,9 0 0 9 ,9 0 0 8,9 0 0 1,9 0 02

企 業 管 理 要 等 及

ぴ 3 等 級 以 上 の い線路 にあ っては、 舶 にあっては上級の

職 務 に あ る 者 そ の乗車 にー要す る運

賃及 び特別車両料金

運賃

ただし、鉄道連絡

3

4 専 級 及 び 5 専

1,6 0 0 8,2 0 0 7,4 0 0 1 ,6 0 0級 の 職 務 に あ る を徹 す る客車 を運行 船にあっては鉄道運

者 する ものに よる旅行

をす る場合には- 特

別車両料金

賃に同 じ

4
6 等 級 の 職 務 に

あ.る 者

1,4 0 0 6,6 0 0 5 ,9 0 0 1,4 0 0

5

7 等 級 の 職 務 に

あ る 者

(注)

1普通急行列車又は準急行列車を運行する線路による礁行で、片道50km以上の旅行には鉄道賃のほか

に普通急行料金又は準急行料金を支給する

2　特別急行列車を運行する線路による旅行で、片道100km以上の旅行には、鉄道賃のほかに特別急行

料金を支給する,

3　船賃の額は、はしけ賃及びきん橋賃を含むものとし、公務の必要により、別に寝台料金を必要とした

場合には船賃のほかに現に支払った寝台料金を支給する

4　甲地方とは、東京都の区・京都市・大阪市・名古屋市・神戸市及び横浜市をいい、乙地方とは、その

他の地域をいう

5　十企業管理者等」とは企業管理者及び常勤の監査委員をいう

6　「何等級の職務」とは、熊本市一般職の職員の給与に関する条例(昭和2 6年条例第5号)第3粂第

2項第1号に規定する一般準職員給料表による当該等級の職務及び一般職職員給料表の適用を受けない

者について市長が定めるこれに相当する職務をいう
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5　基　本　構　想

(1)目　　的

この基本構想は、熊本市将来の望ましい都市像およびこれを達成するための施策の大綱を明らかにし、そ

の理念に基づいて別に定める基本計画、実施計画とともに、総合的、計画的な市政の運営をはかることを目

的とする。

(2)目標年次

この基本構想は、昭和6 5年を目標年次とする。

(3)構想の目標

lもrは、 ihi-:⊥1.いつ*-j-,Vで.もいIt-siでr- r,.、十　∴恥:∴ I.叶・一・'蝣ilW.-L iIjI'.1:鍾rt.jg'ftS;-.:-^∴・Tl

てこ†-、仙1・∴・,'l '.I∴・rk訂∴　、し*蝣.::蝣蝣・-->-・'-、仲.巨・こ蝣w:'ト二∴・li川'.IL.,1-'.メ tILニーU.二・: ¥u!'-'一二・ ℃や・・・蝣I f-v・-* *蝣・・∴

このような認識のもとに、本市披、昭和54年1 0月、健康都蒲宣言を行った。

本市が目指す健康都市は、すべての市民が良好な都市環境のもとで、心身ともにたくましく、はつらつと

して希望と生きがいにあふれ、温かいふれ合いの中で、地域に根ざした明日の文化のBIJ造に歓びを感じる都

市である。

このような都市を実現するためには、快適を生活環境を確保し心身の健康を維持増進する対策をすすめ、

保健医療体制を整備するとともに、市民一人ひとDも心身の健康づくDに努めなければならない。

同時に、時勢の流れを正しく認識し、自主、自立連帯の精神にもとづく市民の積極的活動によれ市民

:・-」:し蝣..-I !・、 i-・*;-i-<-A'・、一・r-∴1*7'i-f¥.---i '・'二日、 Ll.hl蝣i-'¥'二!jさJヨさ!・ ・し|!¥し、・-・'-'-r.i.t.it.v

確立して、市勢発展の活力をかん養しなければならない。

したがって、本構想では、其の地方自治を確立し、すべての市民の心身の健康を増進して、健全を都市づ

くDをすすめることを基本E]標とする。

(4)発展の方向

ア　地位と役割

近年、わが国は、内外の社会経済情勢の変動、国民の年齢構成や価値観の変化など、多くの要因によっ

て、その進むべき方向を大きく転換しつつある。

今後払国際社会との協調のもとに、資源問題、雇用問題などの解決をはかD、国民経済の安定を確保

し、ゆとDと生きがいのある市民生活を実現することが基本的方向である。

また、国士の均衡ある発展のためには、地方の魅力を見出し、中央機能の分散、地方自治体の強化など

を枝からねばならないO

このような状況の変化のもとで、本市をめぐる環境も交通通信体系の整備、経済圏、生活圏の拡大など、

大きく変貌しつつある。

本市軌九州にむける中枢管理都市として果たしてきた行政、経済、教育文化などの役割をさらに強化

する必要がある。

二∴Tこ.別!、ド‡・∴I'lj　∴　　1寸.'・∴I;''＼心七・一∴ '、 ・ト・蝣'蝣蝣Il一・i・*j*・ノih i.:日.I-ftl・・・蝣・--・」

携を深め、九州における主要都市との機能分捜をはかbつつ、中枢管理都市としての都蒲基盤の整備と機

能の拡充に努める。
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専らに、郷土愛にみちた健康を市民による健全を地方自治を確立し、地域社会の発展に貢献するととも

に、広く国際社会の平和と発展に寄与しなければならない。

イ　将来の主要指標

(彰　人　　口

目標年次における現市域人口は、約6 0万人と推定する。

(参　就業構造

目標年次における本箱の就業人口は約2 7万人、その産業別構成は、 A第1次産業2バ-セント、寡2

次産業24パ⊥セント、第3次産業7 4'-"-セントと推定する。

岩iサnヨ

l-lij-t*寸v-J-i蝶0-'./向と、 tj計ナ　HI'.1-'it r寸礼酌.きi."二・/・'蝣心1if.'毒すろ_.

①　縁と水にかがやく明るい健康都市

豊かな録と清れつ夜水は、全市民共有の資産であれ市民生活に欠くことのできないものであるので、

その保全と創造に努め.すべての市民が、安全で、ゆとDとヤすらぎをもって、心身ともに健やかを生

活を亨受できる明るい健康都市を建設する。

@　温かい心の通い合う福祉都市

一人ひとDの温かい息いやbと、人と人とのふれ合いを通じて地域葺帯意識を強臥すべての市民が

生きがいのある生活が営める福祉都市を建設するo

/ @　人間性豊かな風格ある教育文化都市

先人が残したすぐれた伝統と香b高い文化的風土のもとで、生涯にわたる学習の機会を通じて、英知

と勇気と創造性に富んだ人間性豊かな蒲民の育成と格調高い芸術文化の振興に努めるとともに、国際交

流の活発な教育文化都請を建設する.

(参　環境と調和し活力にみちた地域産業都市

近代的都蒲基盤整備をすすめ、行政、経済、情報などの中枢管理機能の拡充強化をはかれ人、物、

情報の交流が活発で、環境と調和した地域産業が繁栄し、豊かな市民生活が営める産業都市を建設する。

工　土地利用構想

自然と歴史、農村集落のもつゆとDと都市的魅力との調和をもとに、均衡のとれた秩序ある市衝壷形成

I;　K/ih"i虹>O,)もIl.-.-.V..1-:1;:.i ;蝣、 Ip亡ォ.'-　酌LL汁Hlir ftwii'i-し、 =j.V.'M.:.守一主.・!;蝣'・:∴-さ

このため、以下に掲げる土地利用の施策を推進する。

①　地区別土地利用

C7)中央地区については、住宅地区の居住環境の改善に努めるとともに広域商業拠点としての機能など

都心機能の充実をはかるため、中心部、熊本駅周辺などの市街地の再開発を促進し、土地の高度利用

をはかる。

(A)東部地区、北部地区については、良好な住宅地として、居住環境の整備、縁地の確保をすす妙、文

教地区については、環境保全に努め、また拠点的商店街の形成を促進する。

なお、水資源の保全並びに都市排水を考え、無計画を開発を規制するO

(9)西部地区、南部地区については、総合的な排水対策など開発条件を整備し、.重要港湾熊本港、流通
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センターなどの産業施設の配置、辞林道路の整備、土地区画整理事業の実施、拠点的商店街の形成、

公共録地の確保によれ開発をすすめる。

(多　用途地域別土地利用

b)蒲衝化区域については、それぞれの用途に応じた環境を整備し、市街化を促進する。また、市街化

調整区域については、自然環境の保護と活用に努め、優良農用地の保全と農業基盤の整備をはかる。

(j)住居用地域については、開発に関する指導、規制を強化し、無秩序を市街化の防止に努め、土地区

画整理事業を促進し良好な市街地の形成をはかるとともに、過密を既成住居地域は、既存建築物の更

新の際、オープンスペースの確保をはかれ土地の高度利用を促進する。

(9)商業用地域については、中心商店街.周辺商店街などそれぞれの特性に応じた商業環境の整備をす

すめ、都市機能の更新を目指して再開発を促進する。

(⇒　工業用地域については、中,J、工場の集団化、共同化をはかれ　自然との調和に配慮し、非公害型で

地域経済にとって好ましい工業の立地を促進するo

g)農業用地域については、かんがい排水、圃場整備、湛水防除など農地条件の整備をすすめ、優良農

用地の保全に努め、都市近郊農業を育成する。

(初　そのイ臥風致地区については、安易な開発を規制し、文教地区、事務所地区についても、その目的

に応じた土地利用、環境保全に努める。

さらに、必要に応じて流通機能整備のための流通業務地区、土地利用合理化のための高度利用地区

を指定する。

⑧　都市機能充実のための土地利用

(カ　都市の均衡ある発展をはかるため、行政、経済、教育、文化、スポ-ツ、医療などの水準の向上と

ともに、効率的な再配置に努める。

(4)都心部における交通混雑の解消を目指し、幹線道路の整備、その他必要を交通施設の充実をはかれ

公共輸送機関を基本とする総合交通体系を確立し、あわせて都市間交通運輸機能の拡充をはかる。

(5)施策の大綱

ア　幸せな市民生活を目指して

市民一人ひとDの人権が尊重され、差別や偏見のない、健康で明るく、安全な、そして生きがいのある

生活が営めるよう、次の施策を推進する。

(彰　コミュニティ

民主的な住民自治の確立と心豊かを地域連帯社会の実現を目指して、コミュニティ施設の整備と地域

活動の活発化をはかる。

⑧　保健衛生

心身ともに健康を市民生活を確保するため、健康教育の推進など保健衛生意識の高揚をはかれ予防、

医療、 I) -ビ'T)テーションまでの一貫した総合的保健医療体制を確立し、あわせて衛生環境の改善に努

める。

@　公害防止

安全で択通夜生活環境を確保するため、公害監視体制の強化、事業者の指導、都市基幹施設の整備、
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公害防止思想の普及によD、公害のない社会を目指すO・

@　防　　　災

市民の生命、財産をまもれ水害、火災、簾災などの災害を防止するため、防災思想の普及、防災体

hi'J'.ノーf>:　　い、 ・、山I t-:-! L- l一・、 ;f;河　>rtに【1'jufcl、一蝣・--ft!し、 Lrl「v>)こ・.t葺、 fs*亡汁.hvkf.-XiL、

~ト-:′'=.蝣・・.-<-一・・.-Jii川、、 :v_事応<'!*I%OせLi:・. i.-」七・r.壬も蝣S・'I) /,-・ナ-AJ.;∴

(9　交通安全

交通安全思想の高揚、施設の整鳳指導規制の強化などの交通安全対策をすすめ、あわせて救済対策

を充実する。とくに、老人や子供の安全に留意する。

(り　社会福祉

すべての市民が生涯を通じ、安心して生きがいのある生活を営めるよう、公的な社会福祉サ-ビスを

確保し、ボランティア活動を積極的にすすめ、温かい心の通い合う地域福祉の振興をQj:かる。

(9　勤労者福祉

勤労者の生活の安定と福祉の向上を目指して、就業構息年齢構成の変化に対応しつつ、就業機会q'

増大に努め、勤労者の資質の向上と福利厚生の充実をはかる。

@　消費者行政

省資源、省エネルギー思想の普及をはかれ消費生活の安全と安定を目指し、消費者の教育、情報の

-:、蝣蝣蝣';、　吋、 IKte‖'-¥iJ。ォ,じ∴ "、 Illt?iv-'):Ll益・二・i確i屯　Ki:'<;∴蝣'ォ・.';二・、

イ　快適な生活環境を目指して

健康を市民生活を支える快適を生活環境を確保するため、次の施策を推進する.

(彰　自然環境

自然環境については、保全と創造に努める.とくに、本市のもつ縁と水は、蒲民生活にとって不可欠

であb、線化事業、地下水保全、河川湖満の美化を積極的に推進する。

(参　公園緑地

生活に潤いと安らぎを与え、地域でのふれ合いの場であれ　また災害時の遭難の場ともなる公園縁地

は、その適正配置に努め、積極的に面積の拡大と内容の整備充実をはかる。

(参　上　水　道

地下水を原水として上水道を整備し、市民生活に不可欠を水の供給を確保する。

(参　下水道・排水路

衛生的な生活環境の確保と公共用水域の水質保全を目指して、公共下水道、流域下水道や排水路の整

備をすすめ、広域的、系統的総合排水対策を推進する。

(参、清　　　掃

資源の有効利用をすすめ、廃棄物の衛生的な収集処理を行い、市民の理解と協力によれ　きれいなま

ちづくbに努める。

⑥　市内交通

効率的で快適を交通の実現を目指して、広域的な土地利用に配慮し、道路、職送機関並びに交通環境

を整備し、豊肥本線など鉄道の活用を含め公共輸送機甲を基本とする総合交通体系を確立する.
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⑦　住　　　宅

快適を屠住環境を確保するため、住宅常夏動向に対応して、公的施策住宅および民間住宅の建設を促

進し、その量的充足と質的向上をはかるO

ウ　豊かな人間形成を目指して

生産に_bた少、創造と向上の意欲にみちた心身ともに健全で国際性豊かな市民を育むため、次の施策を

推進する。

①　学校数育

体力、徳性、知力を備え、社会に貢献できるたくましい青少年を育成するため、社会及び家庭と連携

し、教育環境を塵備するとともに、教育内容の充実をはかれ幼児教育よb高等教育にわたれ　学校教

育の振興に努める。

②　社会教育

すべての諸氏が、健全を社会人として、文化的教養をたかめ得るよう、社会教育施設を整備し、指導

者を養成し、社会連帯意識を高揚し、家庭教育とあわせて社会琴青の振興をはかる。・

③　市民文化

豊かなJh　ゆと少と潤いのある生活を目指して、文化遺産の保全、文化施設の整備をはかれ　日常生

活から国際交流にわたって文化活動を活発にし、地域に根ざした個性ある市民文化を醸成する。

④　スポーツ、レクリエーション

心身ともにたくましく、健康で明るい生活が営めるよう、指導者の養成をすすめ、体育施設を整備し、

市民総参加を促し、スポ-ツ、レク1)ェーション活動を振興する。

工　繁栄する地域社会を目指して

産業経済の繁栄によって、良好な就業の場が確保巷れ、豊かな生活が営まれる活力ある地域社会を実現

するため、次の施策を推進するo

①　商　　　業

経済環境の変化、消費需要の多様化に対応し、経営の安定とサービスの向上をはかれ都市の活性化

_　を月指して、魅力ある商店街を形成し、中小企業の体質を強化し、流通機能、卸売機能を整備する。.

(塾　工　　　業

消費と生産との均衡のとれた産業都市の形成を目指し、地域繁栄の活力源として、中小王栗の体質強

化、地場産業の技術向上に努め、地域経済に寄与する新たな工業の選択的導入を促進する。

③　農林水産業

食糧需給の変化に対応し、経営の自立、安定をはかれ生産基盤の整備、生産流通体制の合理化をす

すめ、都請近郊の特性牽活かした農林水産業を振興する。

④　観　　　光

観光意識の変化を考え、観光資源を開発し、施設を整備して、観光的魅力の創造と滞留観光客の増加、

市民の観光意識の向上に努め、広域的視野にもとづき観光対策を強力に推進する.

⑤　市街地開発

自然との調和,都讃美に配慮し、全市的に均衡のとれた発展を目指し、周辺部は人口、産業を適正に
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誘導し、既成市街地は、再開発を促進して、効率的で決通夜市街地を形成するo

(む　基幹交通

人、物、情報の活発な交流をはかるため、九州縦貫自動車道、九州新幹線鉄道、熊本港、熊本空港な

ど熊本都市圏で結節する陸海空にわたる交通運輸体系の整備を促進する。

オ　構憩の実現を目指して

この構想を実現するため、次の方策の推進に努める。

(∋　市民総参加と自治の確立

この構想を推進するためには、すべての市民が、自らのまちは自らの手でつくる意識をもち、行政と

一体となって、自治の確立を自指事なければならない。

そのため、広報、広聴活動を積極的に展開し、市民と行政との情報交流を活発にし、市民の創意、理

解と協力によって、諸氏のまちづくDをすすめる0

2. .?.こw; ii叶

生活圏の拡大に従い、県および関係市町村と緊密に連携して、それぞれの特性に応C.機能を分担し、

調和のとれた広域的生活圏の発展をはかる。

@　行財政運営

広範、多様化する行政需要に応じて、総合的執行体制を確立L^効率的行財政運営に努めるo

昭和55年12月15日議決
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6　都　市　圏　行　政

(1)概　　況

熊本市とその周辺の10町との関係は、昭和55年国勢調査によると、この10町に住む15歳以上の通臥

通学者の熊本市に流入する割合は、 37. 2 %に達しており、また昭和58年度に実施された熊本都市圏生活行

動調査によると、買い物やレジャーでも深い関係があることが明らかになるなど、最近とみに密接なものとな

っている。

このように、既に一体的な生活圏を形成しており、交通問題をはじめ、上下水道、防災、廃棄物処理等多くの

都市間題について、広域的な対応が求められているO現実に、熊本市が飽託郡4町から受託した広域消防、熊

本市が北部町の協力を得て同町内に建設したごみの最終処分場、熊本市、北部町、菊隣町、合志町の1市3町

ですすめられている流域下水道等様々な分野で相互の協力による都市圏行政が推進されているb

今後さらに、熊本都市圏の一体的発展のため、相互の連携を深めて、都市間題に対する広域的な対応をす

すめなければならない。

熊本都市圏の範囲熊本市及びこれを敢り巻く10町

v

IL.≡符d～,~＼

.～.上.--i__「^
-
S" 9"

^ち北部蝣1/二・ヾ帥＼ ＼
(

ド

＼

ノ
シ-
~
ノ

町
_
)
i

・
N
/
へ
.
l
/
I

魂

/
岳i

益城町

〆事-x>、_∫
!

ノ　　　　　　　　ヽ、　一`

＼
、
.
ノ
.
/

&̂fll

~　′一一ノ　ー~/

＼・一一ぐ富合ふ、
＼_I_ )

(2)具体的対応

ア　熊本市が既に受託して実施しているもの

消防・救急業務(飽託部4町)

し尿処理(飽田、河内、北部、嘉島、益城)

伝染病対策(飽田、天明、河内、嘉島、菊陽、合志、西合志、益妹外)

ゴミ処理(北部、飽田、天明)
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イ　熊本市が1 0町に設置しているもの

ゴミ埋立処分施設(北部)

上水道取水、配水施設(北部、益城、菊陽)

ウ　実施済又は推進中の施策

都市計画の総合的な整備プログラム

市街地整備基本計画を昭和6 0 -6 1年度に策定

・ふれあいの森林

小萩園、金峰山一帯の国有林野の活用を図るもので、昭和5 9-6 1年度に整備

北部流域下水道

菊陽、合志、北部町、熊本市北部地域の広域的下水道を昭和5 7-7 2年度(昭和6 3年度一部供

用開始)に整備

交通問題

総合都市交通体系(パーソン・トリップ)調査を昭和5 9　　年度に実施

地震対策

震災対策基礎調査を昭和5 9 -6 1年度に実施

青少年の健全育成

熊本都市圏青少年健全育成連絡会(昭和5 8年7月発足)による青少年問題に関する情報交換、広

報活動を展開

地下水保全対策

昭和5 9 - 6 0年度に熊本地域地下水調査を実施し、これを受けて昭和6 1年度には、県及び関係

市町村による連絡会議を設置

都市圏企画会議

都市圏の諸問題についての協議の場として髄時開催

7　広　報・広　聴

く1)広　　報

ア　広報広聴組織

広報広聴委員会(部長)を設置し、市政広報広聴の円滑な運営を図っている。

委員会　22名　月1回開催

広報連絡委員(課長補佐)を置き、情報(各課の事業、行事を週報、月報など)の収集及び広報の円滑化

を図っている。

委　員　125名

イ　広報刊行物

「くまもと市政だより」

毎月1日発行・A4版12-16頁

1回の印刷部数　1 90,000部

文書配布委託者を通じて各世帯に配布
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「点字市政だより」

毎月1日発行・B5版・30頁

1回の印刷部数165部(郵送)

「拡大版市政だより」

毎月1日発行・B4版16-20頁

1回の印刷部数　　3 0部(郵送)

弱視者向けに作成、配布

「市民グラフ」

年・2回発行

1回の印刷部数　　5,0 0 0部

写真による市政広報

「くまもと市民のしおり」

A5版、 80頁　190,000都

市民生活に関係の深い窓口業務などを中心に紹介する。

ウ　テレビ・ラジオによる広報

テレビ番組

「市民のひろば手取本町1番1号」

RKK・TV　毎週土曜日午前9時25分から5分間

「こちら熊本市」

TKU・TV　毎月第4土曜日午前8時15分から1 5分間

「みどりの衝から　熊本市」

KKT・TV　毎週日曜日　午前11時45分から5分間

テレビ・スポット

「熊本市役所だより」

RKK・TV　毎週月曜日午後6時30分から7時00分の間に15秒(年52回)

毎週水曜日午前10時30分から1 1時30分の間に15秒(年52回)

毎週金曜日午後6時00分から6時30分の間に15秒(年52回)

TKU・TV　毎週月曜日午後7時から15秒(年52回)

毎週水曜日午前8時30分から15秒(年52回)

毎週木曜日午後2時から1 5秒(年5 2回)

KKT蝣TV　毎週火曜日午後7時から20秒(年5 2回)

毎週木曜日午前8時30分から20秒(年52回)

テレビ年賀

RKK・TV　市長の年頭のあいさつ1月1日

ラジオ放送

NHKラジオ　随時「官公庁だより」に広報資料提供

月1回「熊本北から南から」午後1時1 0分から約5分間

RKKラジオ　毎週月曜日「ダイヤルワイドきょうも元気」午前9時30分から2分間(年52回)

-43-

田



FM中九州　毎週火曜日「フレッ㌣-・フラッシ-・くまもと」午前8時40分から5分間(年52

回)

エ　新聞広報

市政について市民のより広い理解を得るT=め、日刊紙の紙面を利用して広報

オ　その他の広報

「声の市政だより」

毎月1日発行　　90分巻　　60本(年12回)

カセットテープに市政だよりを録音し、目が不自由かつ重度障害者の方へ送付

「時事ファックスニュース」

関係課に送付し、ニュースの中で特に参考になるものは各市町村等関係先に照会・調査する

「テレフォンサービス」

電話により市民ニュ-スのサービス( TEL　371-4894) 1 5 0秒以内、 5日間に1回内容入れ替え

「行事予定表作成」

月報(毎月20日発行)

週報(毎週木曜日発行)
報道機関、市会議員、各学校、各課に配布　　4 0 0部

日報(前日作成) ・速報　市政記者室に掲示

「ビデオ広報」

庁内3カ所で、市政番組及びお知らせを中心とした番組を1日4回放択

「広報車等の利用」

広報車(ぎんなん号)放送設備付、行事その他の広報

広報取材革　　　　放送設備付、広報事項の取材のほか行事その他の広報

力　報道機関(市政記者)との連絡

市長の定例記者会見及び懇談会

局長との懇談会

部課長によるレクチャー(記者説明)

資料の提供

(注)記者クラブ加入社(12社)

朝日.毎日・読売・西日本・熊田・NI王K蝣RKK蝣TKU・KKT　日本経済・時事通信

・共同通信

(2)広　　聴

ア　市政モニター制度

昭和4 7年に制定した本市の「市政モニター設置要綱」に基づき昭和6 1年度のモニター活動を下記の

とおり実施した。

モニター数- 1 5 1名、構成-一般公募者と各種団体構成員

任期- 1年、謝礼-記念品
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o環地視察広聴会

西部清掃工場、健軍水源地、秋津市民センター、東部汚水処理場、広域防災センター′

oモニター会議4回

委嘱式

分科会　中央部地区分科会

東部　　〝

西部　　〝

南部　　〝

北部　　〝

提言会議(代表者会議)

活動報告、提言

o随時通信、提出者9 4人、意見件数1 3 1件

イ　市施設めぐり

年6回実施、汚水処理場、清掃工場など市民生活にかかわりの深い施設を見学

一般市民及び親子を対象に実施

8　婦　人　行　政

男女平等、個人の尊厳をうたっている憲法の規定に基づき、女性もまた、自立した一人の人間として、主体的

に生き、自らの資質や能力を生かして社会に貢献していかなければならないと考える。しかしながら、 「男は社

会、女は家庭」という性による固定的役割分担意識などの婦人問題は、長い歴史の中で形づくられ、人々の意瓢

実生活そして社会のしくみに今なお内在する課題である。市民と行政が一体となり、問題解決に向けての粘り強

い取り組みが必要である。

複雑多岐にわたる喝人間轟を総合的に企画、調整するため、 6 2年4月1日喝人生活課が新設された。婦人行

政を効果的に展開していくために、市民一人ひとりの意識改革を図るための啓発活動を恒常的に行うとともに、各

界各層の代表者からなる婦人問題憩話会を設置し、また施策の推進にあたっては、関係各部局が連携を密にしな

がら、全庁的な取り組みを図っていく。
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9　市　民　相　談

市民相談窓口は、行政サービスの向上を図るため、市民から数多くの要望・苦情などに迅速な対応で処

理を行っている。

相談内容は、環境整備などの行政に関する一般相談と税務、法律などの民事に関する特別相談を行って

IM

CD一般相談の受付・処理状況
(昭62.3. 31現在)

区 分

項 目

受 付 (A ) 処 理 ( B )

中央 莱 南 西 北 計 完結 検討 で き
ない
その他 計

I

企
画
広

戟

企 画

事 務 管 理

そ の 他 1 1 1 1

合 計 1 1 1 1

2

総

s

職 員 の 接 遇 . 服 務 4 4 2 1 1 4

市 有 財 産 1 1 2 1 1 2

n 3 4 7 5 1 1 7

そ . の 他 . 1 1 2 2 2

合 計 9 2 4 15 9 2 2 2 15

3

市

.氏

地 域 振 興 1 1 1 1

交 通 安 全 対 策 4 2 1 2 9 2 4 3 9

戸籍.住醇 .印鑑亀録

保 ′険

年 金

福 祉 1 1 1 3 2 1 3

防 犯 燈

そ .の 他 3 3 2 8 4 4 8

合 計 8 7 1 5 21 9 4 1 7 2 1

4

衛

坐

衛

坐

草 刈 り 9 4 1 l l 4 13 78 74 1 1 2 7 8

動 物 管 理 1 10 1 2 1 15 14 1 15

そ 族 昆 虫 9 10 4 2 5 30 25 2 1 2 3 0

保 健 予 防

そ の 他 1 1. 1 3 2 8 5 1 1 1 8

小 計 2 0 62 1 7 l l 2 1 131 118 4 4 5 13 1

環

境

環 境 保 P護 1 1 2 2 2

水 質 汚 濁 2 2 1 1 2

悪 臭 3 4 1 2 5 15 10 2 3 15

騒 音 . 振 動 5 3 3 5 16 12 2 2 16

大 . 気 汚 . 染 1 1 2 2 2

水 資 源

緑 化 推 .進 3 4 2 1 10 9 1 10

そ の 他 5 13 3 4 5 3 0 18 3 2 7 30

小 計 13 27 9 9 19 7 7 53 8 2 14 77

宿

掃

ご み . 収 集 1 2 1 4 2 2 4

不 法 投 棄 2 3 2 1 1 9, 7 1 1 9

簡 易 浄 化 槽 1 1 1 3 3 3

汲 取 り 1 1 1 1

そ の 他 2 2 4 3 1 4

小 計 4 7 4 4 2 2 1 16 3 2 2 1

合 計 3 7 9 6 30 24 4 2 2 2 9 18 7 15 6 2 1 2 29
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区 分

項 目

受 付 (A ) 処 理 ( B )

中央 莱 南 西 北 計 完結 検討
で き

ない
その他 計

5

経

済

商 工 1 1 2 2 2

農 林 1 1 2 2 2

* 1 1 1 1

用

水

路

俊 藻 1 5 1 1 8 6 2 8

修 理

改 良 1 1 1 1

墓 2 1 3 2 1 3

暗 渠 1 1 1 1

工 事 に 付 随

そ の 他 2 I 2 2 2 9 6 2 1 9

小 計 4 2 ll 5 5 27 17 5 2 3 27

そ の 他 2 1 3 3 3

合 計 6 2 l l 6 5 30 20 5 2 3 30

6

a

設

道

路

舗 装 新 設 2 2 3 4 l l 8 3 l l

舗 装 修 理 38 43 3 15 4 1 140 134 1 5 14 0

砂 利 道 修 理 4 3 3 10 9 1 10

路 側 修 理 1 1 1 1 4 4 4

改 良 3 2 1 b 4 1 1 6

私 道 整 備 2 1 1 4 3 1 4

歩 道 2 7 1 3 13 6 4 2 1 13

防 護 柵 5 2 5 4 16 13 2 1 16

反 射 鏡 3 5 5 7 2 0 12 6 2 20

区 画 線 1 1 2 2 2

解 明 燈 3 2 2 2 2 l l 7 2 1 1 l l

.街 路 樹 4 4 1 9 7 1 1 9

清 掃 8 5 2 15 12 1 2 15

市 道 認 定 3 1 1 5 5 5

境 界 3 3 3 3

占 用 5 6 1 5 17 13 2 2 17

橋 乗 1 1 1 1 1 5 4 1 5

工 事 に 付 随

そ の 他

5 1 3 9 9 9

3 8 2 2 12 27 2 1 1 1 4 27

小 計 70 10 8 20 39 90 3 27 276 25 8 18 3 27

側

m

* 凍 7 10 7 6 6 36 3 3 1 2 36

修 理 3 1 3 7 7 7

m s 4 2 1 7 5 2 7

改 良 5 2 1 8 3 5 8

董 7 9 3 7 14 40 3 5 4 1 ′40

暗 渠 1 1 1 3 1 1 1 3

工 事 に 付 随 1 1 1 1

そ の 他 4 3 7 4 2 1 7

小 計 14 3 6 15 16 28 10 9 8 9 14 3 3 1 09

排

水

路

* 4 5 4 1 2 16 10 3 3 16

修 理

改 良 5 1 6 3 3 6

義 1 1 1 2 2 7 5 2 7

暗 渠

工 事 に 付 駈 1 1 1 1

そ の 他 2 2 1 5 4 1 5

小 計 5 14 5 6 5 3 5 2 3 8 1 3 3 5
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一

　

.

I

区 分

項 目

受 付 ( A ) 処 理 ( a )

中央 莱 南 西 北 計 完結 検討
で き

ない
そ の他 計

建

設

公

共

下

水

道

* 1 1 2 2 2

修 理 1 1 2‥ 2 2

新 設 1 1 2 1 1 2

料 4 1 2 1 7 7

人 孔 1 4 3 8 7 1 8

受 益 者 負 担 金

利 用 2 2 ′2 2

そ の 他 2 2 1 5 4 1 5

小 計 8 1 0 2 8 2 8 . 25 2 1 2 8

河

川

清 掃 2 1 1 4 3 1 4

改 良 2 1 3 2 1 3

工 事 に 付 随 1 1 2 2 2

そ の 他 1 1 2 2 2

小 計 1 5 3 2 ll 9 2 ll

都

市

開

罪

開 発 行 為

区 画 整 理

公 園 . 広 場 6 7 2 5 6 ′26 18 5 3 2 6

そ の 他 1 2 3 1 2 3

小 計 6 8 2 7 6 29 19 5 3 2 29

建

築

建 築 指 導 7 3 1 . l l 9 1 1 l l

市 営 住 宅 1 1 1 1 4 4 4

日 照 権 1 1 1 1

そ の 他 1 1 2 2 2

小 計 9 5 1 1 2 1 8 16 1 1 18

そ の 他 1 1 1 1

合 計 114 18 6 43 74 14 1 5 58 4 58 5 6 16 28 . 5 58

7 教 育 4 2 1 3 3 13 2 3 1 7 13

8 交 通 4 1 2 7 6 1 7
Q ^ E ^ m H ^ ^ ^ ^ m î 4 1 1 3 1 10 10 10

io m

ll

外関

都団

機体

国 7 1 1 5 . 14 ll 2 1 14

県 8 8 2 7 6 3 1 2 6 2 3 3 1

そ の 他

合 計 15 9 2 8 ll 4 5 37 2 2 4 4 5

1 2 市 政 以 外 6 3 1 16 4 6 10

総 計 207 31 0 88 1 19 2 15 93 9 742 8 7 3 0 80 93 9

内 容 棉 苦 要. 陳

計
受 付 談 情 壁 情

累 計 4 7 236 60 5 51 9 39

方 法 m 文 * そ
計

受付 請 香 庁
の
他

ft 527 137 244 31 939
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C2)特別相談の内容と件数

相談種 目 曜 日 .時 担 当 相 談 内 容
相 談 件 数

5 7 . 58 59 60 6 1

税 務 相 談
⑬

1 3 : 0 0、-1 6 :0 0
秩 .理 士 所得税 .相続税 .贈与税な ど 2 1 5 2 7 3 2 2 7 2 6 2 2 1 6

人 権 相 談
㊨

1 3 :0 0 一~ 1 6 :0 0

人 権 擁 護

委 員
名誉の侵害 .家庭 間題 など 岳8 8 4 3 1 2 7 8 2 7 1 2 6 5

登 記 相 談
⑳

1 3 : 0 0- 1 6 :0 0
司 法 書 士 相続 .土地 .建物登 記な ど 4 14 4 4 7 4 4 1 4 5 6 3 4 7

法 律 相 談
ョ ・ゥ

1 3 :0 0 - 1 6 : 0 0
弁 護 士

民事 .法的解釈を必要 とす る

もの など
8 1 9 9 0 0 7 9 1 7 5 5 8 0 8

芸 ラ合相 談 ⑳ ～⑳

9 :0 0 ~ 16 :0 0
専 門相談員 サ ラ金に関する ことな ど 5 1 5 1,5 1 4 1,3 5 2 9 4 4 8 0 4

労 働 社 会 第 1 . 3 ① 社 会 保 険 労務管理 .各種年 金 .労 災な
3 0 3 8 3 0 1 8 2 3

保 険 相 談 9 :0 0一〉12 : 0 0 労 務 士 ど

建 築 相 談
第 3 ⑮

9 : 0 0-〉1 2 :0 0
市 職 員

建築 及び関係事項 につ いての

ことなど
1 7 2 2 2 0 2 0 1 6

(江)法律相談は予約制( 8名) 、相談当日の午前8時3 0分から電話により、婦人生活課市民相談室

で受付
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10　消　費　者　行　政

本市の消費者行政は、 「消費者意識の高揚」、 「情報の収集提供」、 「消費者の組織化と活動の助長」、

「消費者保護行政の推進」を4本の柱として、市民の消費生活の安定向上を目標に、各事業を通じて、消費者

保護を推進する。

事　業　内　容

消 費 者 セ ミナー

(春季 )

消費生活に関する基礎的な知識の習得

1期 ( S ヵ月 ) を12 講座で構成

定員 50 人

消 費 者 セ ミナー 消費生活に関するより専門的な知識の習得0 1 期 ( S ヵ月) を12 講座で構成

(秋季 ) 定員 50 人

地域 消費生活講座

多発す る訪問販売や クレジ ットにか らんだ消費者 トラブルを未然に防ぐた

め地域住民を対象として中央公民館をはじめ各市民センターにおいて午前. 夜間の

2 回づつ全9 回開催

消費 生活移動講座
地域住民に対する情報舞供、消費者学習、消費生活相談などの啓発活動を効果的

に推進する0

消費生活指導巡回車 消費者に対する情報提供、消費生活相談など消費者啓発を総合的に推進し、消費.1

者意識の地域浸透をはかるため地域を巡回⊥指導する

消 費 生 活 展

消費者が正しい商品知識と自主的な消費行動をもって、かしこい豊かなくらしを

築くことを目的とし、安全、物価、資醇問題等について、消費者参加によるパネル、

商品展示等を行 う

小学生向啓発資料作 小学 5 . 6 年を対象に、学校教育 において消費生活に関する知識を身につけて ち
成 . らう目的で、家庭科の参考資料 「かしこい消費 」を作成

高校生対象啓発事業
販売方法や契約にか らんだ消費者 トラブルは、若者、特に理解力に乏しい学生や

未成年者を対象 としたものも少なくない。そこで、未然防止のため市内高校3 年生

を対象に啓発用資料を作成 し配布する

消費生活相談処理体

‥消費生活相談窓口の充実

産業文化会館内の消費者センターでは、迅速適切な相談処理を図るとともに、消

費者の声を関係業界や行政に反映させる
制の弓釧ヒ 消費生活相談員の配置

消費生活相談業務に通じ苦情処理等の業務に適格な人を市長が委嘱し、相談の受

付と処理にあたる

消費物資の情報の収

集並びに提供

毎月、市内の第1 昏及び第 2 種大規模小売店、「殴小売店 50 店を対象に生鮮食

料品、生活関連物資 32 品 臼の小売価格、需給状況を調査し、平均小売価格を発表

することにより、市民への情報の提供に努める

消費者の日記念事業
昭和 4 3 年5 月30 日に「消費者保護基本法 」が制定されたのを記念 して設けら

れた 「消費者の日」( 昭和5 3 年か ら実施 ) に消費者、業界、行政の三者において

記念事業を行い各々の責任 と役割を再認識する
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11・総合行政情報システム

(1 )熊本市電筆システム導入基本方針

ア　導入の目的

コンピューターの持っ、優れた情報処理機能及び高速溝算機能をこれらの適用が可能な行政の各分野に有

効適切に利用することによって、

(∋　市民サービスの向上

(歩　行政事務の簡素.効率化

④　行政運営の近代化

を図る。

イ　システムの概要

①　本庁と各市民センター等の出先機関を通信回線により結合するオンライン・システムとして運用

する。

㊥　データ・ベース.システムを基本構造とする。

(り　日本語(-漢字)情報処理システムを採用する。

り　利用の方向

①　当面の目棟:住民基本台帳及び印鑑登銀証明事務の電算化(-住民記録システム)を中心とす

@　将来の目標

㊥　運用の基本

る日本語オンライン・データ・ベースシステムの構築。

住民情報オンライン・データ・ベース・システム、内部情報オンライン.データ

・ベース.システム、地域情報オンライン・データ・ベース・システム及びこれら

のシステムを有機的に結合することによって機能する計画情報オンライン・デー

タ・ベース・システムにより構成する丁熊本市総合行政情報システム」の構築を

目指す。

電算システムの運用に係るデータ保護については、ハードウェア.ソフトウェア

を含む多方面にわたって、実効性の高い所要の措置を講じるとともに、個人情報の

外部漏洩等によって、市民のプライバシーが不当に侵害されることのないように十

分配慮する。

ェ　現行要託業務の自己処理移行

住民情報システムに属する業務を優先的に移行することを基本とする。

(2)個人情報の保護

ア　条例の制定

「熊本市電子計算粗放の運営に係る個人情報の保護に関する条例」により、市民のプライバシー保護の

ため必要な基本的事項を定めるとともに、市長の附属機関としての個人情報保護審議会を設置する。

イ　運用管理面の対策

電子計算粗放の運用管理面を充実させることにより、組織の・安全性及び信頼性を向上し個人情報の保護

を図る。

り　設備面の対策
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電子計算粗放及びデータ保管室等の火災、地震等の自然災害及びデータの破壊、改ざん等の不正行為等

あらゆる危険から物理的に個人情報の保護を図る。

エ　技術面の対策

電子計算粗放の安全性及び信頼性の向上をハードウェア及びソフトウェア両面から確保することにJ:り

個人情報の保護を図る。

(3)電算システム導入までの経緯

56年8月

59年7月

60年6月

61年1月

61年2月

61年3月

熊本市電子計算組織活用研究協議会設置

熊本市電子計算組駄機種選定委員会設置

中央電子計算機を富士通M- 3 6 0 Rに決定

「熊本市電子計算組織の運営に係る個人情報の保護に関する条例」を制定

第1回「熊本市個人情報保護審議会」を開催-

熊本市電子計算組駄本稼動

(4 )電算システム既開発業務及び今後の開発計画

年 度 区 分

昭和 6 0 年度 住 民 記 銀
交 通 災 害 共 済
国民健 康.保険 ( 1 次 )

昭和 6 1 年度 市 県 民 税

en
学 校 教 育
人 事 給 与.( 1 次 )
.選 挙 事 務
下水道水洗化貸付金償 還
児 童 手 当
国 民 年 金

昭和 6 2 年度 市 営 住 宅 管 理
中小企業勤労者福祉共 済
人 事 給 与 ( 2 次 )
下 水 道 使 用 料
軽 自 動 車 税

税 収 納 管 . 哩

昭和 6 3 年度 社 会 福 祉

下 水 道 受 益 者 負 担 金

法 人 市 民 税

固 定 資 産 税

昭和6 4 年度 財 務 情 報
設 計 . . 積 算
地 図 情 報
国 民健 康保 険 ( 2 次 )
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12　職　員　研　修

(1 )研修受講人員

(昭和61年度)

区 分 一般研修 専 門研修 その他 派 遣 研 修 合 計

延 人 員 8 7 5 1 , 2 5 4 1, 9 0 0 3 7 3 4 , 4 0 2

(2)一般研修

研 修 名 対 象
回

敬
人員
日

敬

実 .施

時 期
内 容

新規採用

職員研 修

前

期

研

～ 般 行 政 職

回 人

87

日 月 対象 114 人

1 24 4 公務員 としての自覚と意識の確立を図り、職務遂 P

行に必要な実務の基礎知識の習得と、職場への適
応力、市職員としての心構えを養成するO

特に接遇 (礼儀 )の向上、自主自立 (律 )精神の
滴養、心身の鍛練に重点を置 くとともに常に問題

# m m 1 20 2 4 4、5 .

医 療 技 術 職 1 7 2 4 4、5修 意識を持って自ら口動する職員を育成する。
講師 ‥‥‥主に部内講師

フ研
* 一 般 行 政 職

3 112 3 9~ lO
条件付採用期間が終わる半年目I噸 初心に帰る為、

ロ
I.修
医 療 技 術 職 問題解決技法を取 り入れ合宿研修を行う0

事務員 .技術員

研 修

主 事 補

技 師 補
1 32

5

1 0
5~ 3

公務に不可欠な各法について学 び、その意義 .基

礎原理の正しい理解を図るとともに、吏員として

の業務に必要な知識及び判断力を養う。

(行政法、地方 自治法、法制執務、民法、地方公

務員法の内二科目を選択 )

吏 員 研 修 (1)
主 事

技 師
4 164 5 6~ 7

担当する職醇を遂行するために必要な法の解釈と

運用能力の基礎知識を習得するとともに、市行政

の現状と将来を認識する。
講師 部内講師及び部外講師

吏 員 研 修 (2,
主 事
技 .節

4 125 5 8

中堅更員 としての市行政のあり方と、今後の万向

についての主体的な考え方を確立するとともに、
高度な知識と応用力、判断力、表現力を養 う0
講師.‥…部内講師及び部外講師 (組織能力開発セ

ンター )

吏 員 研 修 (3)
主 事 1 2 3

約

3
月
10- 12

問題解決基礎能力の養成 .地方 自治の身近な問題

技 師 を研究討議 .長閑研修。

係 長 研 修 (1) 新 任 係 長 職 3 8 1 5 7

新任監督者としての職務、役割を遂行するために

必要な知識、技能及び原理原則の習得を図るe
講師……部内講師及び部外講師

係 長 研 修 (2) 係 長 職 3 7 1 3 10

重要かつ複雑7== 職務を執行管理するために必要な
監督者としての応用力、実践力をo rt y - ダー

養成をとおして習得するO .
講師 ‥部内講師

課長補佐研修(1) 新 任 補 佐 職 2 60 3 1 0~ l l

課長の職務、役割を補助代行する補佐としての職

務を遂行するた.めに必要な知識、技能を習得する。
溝師….‖部外講師 (人材開発研究所 )

課長補佐研修(2} 課 長 補 佐 職 1 34 4 2

課長補佐として重要かつ複雑な職醇を執行管理す

るために必要な知識、技能を習得する。
講師..….部外講師 (人材開発研究所 ).

課 長 研 修 (1) 新 任 課 長 職 1、 3 5 4 7

行政における組織の合理的、能率的7=l 管理の知識

.技術を習得 させ、管理者の人格及び実践的管薗
能力の行政運営における重要性を理解 させるe
講師‥….部外講師 (人材開発研究所 )

課 長 研 修 (2) 課 長 職 1 2 4 3 8

市行政を効果的に執行するために必要な総合的視

野にたった ものの見方、考え方及び諸々の問題に
対する解決能力を養う。
講師……部外講師 (人材開発研究所 )
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(3)専門研修

It* S 対 象 回

a
人 員 日

敬
実施時期 内 容

文 書 事 務 研修 全 職 員

回

1

人

4 0

日

3

月

8

行政 を民主的、能率的 に処理 す るf=めに必 .

要 な文書事務 の合理 的運用能 力 を兼 う0
講師……部 内講師及 び部外講 師

接 . 遇 研 修 〟 z 4 3 2 8

公 務員 として 、. 日常業務 に必 要な接遇の心

構 え及び態度 について考 える とともに、応
対 のあ り方 について習 得する。

講師…...部外 講師 (日本人事 管理協会)

手 話 研 修

初

m

〟

24 18
2 4

(半 B ) 8 .ー1

聴覚障害のある市民 と意思の疎通 を図 り互

いに理解を深 めあ う0 聴覚障害者へのサー
ビス向上 とともに、手話ので きる職員が庁
舎内各所に居 ることで安心感 を与 え気楽 に

来庁で きる雰囲気 を作 る。 ( 5 6 年度か ら
継続)
講師……熊本県ろ う者福祉 協会理事長

中

$ 24 10
2 4

(半 日) 9 ~ 2

法 制 執 務 研 修 〟 1 2 7 5 1

立法事務の原 則及 び技術 を正 し.く理解す る

とと もに、法の解釈及び運用能力の向上 を
図 る0
講師 ……熊大教授

用 地 研 修 〟 2 34 . 3 ~ 6 9

用地担当職員の基礎知識の普及技術の向上

をはか る0 ( 派遣研修含 む )
講酪 ……部外講師

電 気 技 術 研 修 電 気 技 術 職 5 8 1 ～ 2 -ll

電気設備の保全管理 呼ついて ( 派遣研修 )

派遣先...九州電気協会

栄 養 士 研 修 栄 養 士 o 3 2 ～ 4 7 ～ 8

複雑多岐化す る栄養士の業務 を合理的かつ
能率的 に遂行す る能力 を養 う0 ( 派遣研修 )

保 育 所 研 修 保 母 35 602 1 ~ 5 5 ～ 3

障害児保育、 自閉症児保育、幼児体育、中

堅保 母、園長研修等の専門的 な知識及 び技
術 を習得す ることによ り保育者 としての そ

宗富讐P .㌫ 謡 る。( 鵬 研修含 む )

保 健 婦 研 修 保 健 婦 l l 34 1 1 ′ー6 . 5 ~ 3

保健業務遂行 に必要 な医学的知識 を理解習

得す るこ とによ り保健業務の拡 充と保健婦
謡 讐瑠 未孟宗 る0 ( 細 研 修含む )

行 政▼法 研 修 全 職 員 1 33 5 6 ～ 7

行政及 び行政法 の意義、特質 を理 解す ると

ともに行政処分 を法律行為 として思考処理
す る能力 を養 う0

講師 熊大教授

地方 自治法研修

r憲法 と地方 自治 」
〟 1 3 5

5

(半 日)
7

現実 に生起す る問題 に対処で きるよ う行政

.実例 、判例等 を引 用しつつ地方公 共団体の粗放及 び運営 につ いての基本 法である地方

自治法の体系的 な理解 を図る0
議 師….‥熊大教授

民 法 研 修 〟 1 2 7
10

(半 日)
1 ~ 2

私 人相互 関係 を規 律す る民法 の中の r 物権

法 」の概要 を理解 する とともに公法 との 関
連について も言及 するこ とにj= り、行政の

.公 正的確 な処理能力 を養 う0議師…...熊本商 大助教授

地方頚脚 修 〟 1 33 5
(半 日)

12

地方公務員法の理念 . 性格及 び具体的内容

を現行公務員制度の関連 にお いて理解す る

ことによ り、地方 自治の本 旨実現 のために
果すべ き役割の 自覚 を促す0
講師 .…..部内講師
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(4)リーダー養成研修・その他の研修

研 修 名 対 象 回数 人 員 日数 実施時期 内 容

リ
ー
ダ
ー
葺
成
研

修

J S T
指導者養成融惨

(標 準 課 程 )

全 職 員

回

1

人

2

日

8

舟

1
派遣先 日本人事管理協会

「J S T 指導者養 成課 程」

接 遇 指 導 者
養 成 研 修 〟 1 1 5 9 派遣 先… ..公 務研修協議会

そ

の

也

の

研

修

職 員 講 演 会 全 職 員 1 2 0 0 1 1 0
「公務員の ための現代的健康法」

有 lrl 清車 氏

職 場 研 修 V 1 5 1,1 6 7 1一.ー2 4 ~ 3
慧欝 哀欝 撃 ち聖 霊盲 宴豊 海望 憲

通 路 交 通 法

講 習 会 〟 1 1 4 4 1 9 交通安 全対策課 と共催

同和問題講演会 〟 1 2 0 0 1 1 0
講師… 中山 英一氏

同和対策 室 と共 催

フ ア ミ リ 一 全 課 1 3 2 3 6

課 (組 織 = フアミ・J - ) を】つの単位 とし

て組織 目標 を合理 的、能率 的、計画 的に達
成す るための問題点の把握 とその解決 法 を

トレ ー ニ ング 追求す るe
議師… ...部外講師 (組織能 力開発 センタI )

通 信 教 育 全 職 員 1
1 3 6
終 了者

卦ー
1 0甥 1~ 1 2

教養 コ I ス、事務管理 コI スはか

実施 校…..-産業能率短 期大学、 日本マ ネジ

メン トスクール、 日本 経営 協会
日本 ペンスクール ほか

聴 講 生 ′̀ 1 9 1年 間 3 ~ 4

派遣先‥… .熊本大学 法学部

講座名 … -..行政法冶 論、社会政策 、民法総 .

論、債殖各論

研 究 生 〟 1 4 1 年間 3- 4

について

社 内 誌 編 集

実 務 研 修

研 修 くま もと

編 集 員
2 6 3 1、 3

′派遣 先‥….日本経営 協会

研修 くま もと編集員の能力 向上
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(5)派遣研修

研 修 . 名 場 所 人 員 期 間

研

修

節

派

過

研

修

海 外 派 遣 研 修 .米国、ニュージーランド 2 人 1 5 日程度

自 治 大 学 校 ( 1 部 ) 東 京 都 1 6 カ月

自 治 大 学 校 ( 2 部 ) ′′ 1 3 カ月

都 市 派 遣 研 修

(1) 大阪市、京都市ほか 2 5 3 日

(2) 大阪市、和歌山市ほか 30 3 日

(3) 姫路市ほか 2 3 2 - 3 日

(4) 神 戸市はか 2 3 3 日

待避

別研

派修

新採指導職員の都 市派 遣 研 修 金 沢 市 ほ か l l 3 日

行 財 政 研 修 会 東 京 セ ミナ I 東 京 都 1 3 fl

本 省 派 遣 研 修 塁 a ㌔ 長㌔ 悪 霊 5 l Y 2 年間

姦責

派修

専 門 技 術 研 修 東 京 都 は か 2 8 1 週 間以上

一 般 派 遣 研 修
〟 22 3 1 週間以内
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13　選　　　　　挙

(1 )永久選挙人名簿登録者数
(暗61.9.2現在)

開 票 区 投 票 区 投 票 所 男 女 計

1

1 0 1 砺 台 小 学 、. 校 1 , 2 9 6 1 , 8 1 1 3 , 1 0 7

1 0 2 信 愛 女 学 院 幼 稚 園 9 8 4 1 , 5 3 2 2 , 5 1 6

1 0 3 桜 山 中 学 校 3 . 0 4 8 2 , 6 2 4 5 , 6 7 2

1 0 4 黒 髪 小 学 校 1 . 6 6 9 1, 7 3 6 3 , 4 0 5

1 0 5 市 立 高 校 1 , 5 0 6 1 , 8 7 8 3 , 3 8 4

1 0 6 弓 削 小 学 校 1 , 1 9 5 1, 3 3 1 2 , 5 2 6

1 0 7 龍 田 小 学 ▼ 校 3 , 6 0 6 4 , 0 14 7 , 6 2 0

1 0 8 武 蔵 小 学 校 1 , 8 4 1 2 , 1 0 5 3 , 9 4 6

1 0 9 楠 小 学 校 2 , 8 2 0 3 , 2 8 5 6 , 1 0 5

1 1 0 麻 生 田 小 学 校 3 , 1 1 4 3 , 6 4 0 6 . 7 5 4

1 1 1 城 北 小 学 校 2 , 6 2 4 1 , 6 0 3 4 , 2 2 7

1 1 2 八 景 水 谷 公 民 館 1 , 3 4 5 1, 6 0 9 2 . 9 5 4

1 1 3 清 水 小 学 校 2 . 2 3 3 2 , 6 5 3 4 , 8 8 6

1 1 4 亀 井 公 民 館 1 , 2 8 3 1, 5 3 6 2 , 8 1 9

1 1 5 南 平 台 小 学 校 2 , 8 1 3 3 , 2 7 5 6 , 0 8 8

1 1 6 銀 杏 学 園 短 期 大 学 1 , 4 0 3 1 , 6 3 2 3 , 0 3 5

1 1 7 京 陵 中 学 校 1 , 2 5 3 1 , 6 5 5 2 , 9 0 8

1 1 8 壷 … 小 . 学 校 1 , 7 9 8 2 , 3 1 8 4 , 1 1 6

1 1 9 京 町 台 保 育 園 8 7 4 1 , 1 2 6 2 . 0 0 0

1 2 0 池 田 小 学 、校 3 , 0 5 1 3 , 1 3 1 6 , 1 8 2

1 2 1 ～ 新 幼 推 園 7 0 9 1 , 0 6 4 1 , 7 7 3

1 2 2 一 新 小 学 校 1 , 9 1 0 2 , 4 9 0 4 , 4 0 0

1 2 3 横 手 保 育 園 6 2 7 8 2 4 1 , 4 5 1

1 2 4 慶 徳 小 学 校 7 3 4 1 , 1 3 0 1 , 8 6 4

1 2 5 熊 本 市 役 所 1 , 3 3 2 1, 8 7 8 3 , 2 1 0

1 2 6 白 川 小 学 ′ 校 1 , 4 0 3 1, 8 0 1 3 , 2 0 4

1 2 7 鎮 西 高 校 1 , 2 0 5 1, 5 7 6 2 , 7 8 1

1 2 8 大 江 小 学 校 2 . 0 4 5 2 , 2 7 3 4 , 3 1 8

1 2 9 九 州 学 院 1 , 2 3 3 1 , 7 7 9 3 , 0 7 2

1 3 0 託 麻 北 小 学 校 1 , 8 1 5 1 , 9 7 9 3 , 7 9 4

1 3 1 託 麻 東 . 小 学 校 3 , 5 8 6 3 , 9 2 5 7 , 5 1 1

1 3 2 託 麻 西 小 学 校 3 , 9 3 1 4 , 1 9 1 8 , 1 2 2

1 3 3 日赤 健 康 管理 セ ン ター体 育 軒 1 , 2 9 9 1, 4 3 1 2 , 7 3 0

1 3 4 清 水 北 老 人 憩 の 家 7 5 0 8 8 1 1, 6 3 1

1 3 5 上 熊 本 老 人 憩 の 家 6 4 7 7 7 8 1 , 4 2 5

1 3 6 託 麻 市 民 セ ン タ ー 1 , 3 8 7 1 , 4 5 8 2 , 8 4 5

-小 計 6 4 ,4 2 9 7 3 , 9 5 2 1 3 8 , 3 8 1

2

2 0 1 五 福 小 学 校 8 0 3 1 , 1 4 3 1 . 9 4 6

2 0 2 花 園 公 民 館 1 , 6 6 2 2 , 0 9 5 3 , 7 5 7

2 0 3 花 園 小 学 校 2 , 7 3 6 3 , 1 2 8 5 , 8 6 4

2 0 4 岳 林 寺 1 , 5 2 8 1, 8 5 9 3 , 3 8 7

2 0 5 城 西 小 学 校 2 . 8 7 7 3 , 4 9 6 6 , 3 7 3

2 0 6 春 日 小 学 校 2 , 12 4 2 , 4 6 3 4 , 5 8 7

2 0 7 春 日 保 育 園 8 6 6 1 , 1 9 0 2 , 0 5 6

2 0 8 古 町 小 学 校 1 , 4 5 5 1 , 9 3 9 3 , 3 9 4

2 0 9 ≡ .陽 自 動 車 学 校 2 . 2 3 5 2 , 8 1 9 5 , 0 5 4

2 1 0 白 坪 小 学 校 1 , 7 8 4 2 , 0 6 6 3 , 8 5 0

2 1 1 池 上 小 学 校 1 , 7 8 6 2 , 1 0 6 3 , 8 9 2

2 1 2 城 山 小 . 学 校 2 . 3 30 2 . 6 3 7 4 , 9 6 7

2 1 3 松 尾 東 小 学 校 3 6 7 4 1 9 7 8 6

2 1 4 松 尾 酉 小 学 校 5 7 9 6 3 1 1 , 2 1 0

2 1 5 松 尾 北 公 民 館 1 10 1 1 5 2 2 5
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ナ

　

L

t

開 票 区 投嘉 区 . 投 棄 所 男 女 . 計

2

2 1 6 小 島 小 学 校 1, 0 5 5 1 , 2 6 5 2 , 3 2 0

2 1 7 有 明 保 育 園 27 9 2 8 1 5 6 0

2 1 8 中 島 小 学 校 72 3 8 3 5 1 . 5 5 8

2 1 9 二 番 公 民 館 83 1 9 4 6 1 , 7 7 7

2 2 0 城 南 中 学 校 1, 8 6 8 2 , 9 1 5 4 , 7 8 3

2 2 1 … L 尻 小 学 校 1, 7 7 5 2 , 1 5 2 3 , 9 2 7

2 2 2 力 合 小 学 校 1, 9 9 3 2 . 1 1 2 4 , 1 0 5 I

2 2 3 日 吉 小 学 校 3 ,1 7 1 3 , 6 8 1 6 , 8 5 2

2 2 4 森 下 保 育 園 1,1 2 4 1, 2 3 0 2 . 3 5 4

2 2 5 向 山 小 学 校 1,7 0 2 2 , 0 9 3 3 , 7 9 5

2 2 6 世 安 公 民 館 1,3 1 1 1 , 5 9 8 2 , 9 0 9

2 2 7 本 荘 小 学 佼 1,3 6 1 1, 8 5 2 3 , 2 13

2 2 8 春 竹 小 学 校 2,5 0 1 3 , 2 1 8 5 , 7 1 9

2 2 9 事 業 円 高 ▼等 職 業 訓 練 校 1,7 0 0 1 , 9 5 4 3 , 6 5 4

2 3 0 託 麻 中 学 校 2 ,5 4 1 2 , 8 9 2 5 , 4 3 3

2 3 1 田 迎 南 小 学 校 2 ,0 7 0 2 , 3 0 6 4 , 3 7 6

2 3 2 御 幸 小 学 P 校 2 , 6 0 9 3 , 0 1 5 5 . 6 2 4

2 3 3 薄 場 団 地 集 会 所 898 1 , 0 5 0 1 , 9 4 8

2 3 4 城 .南 小 学 校 787 8 4 9 1 , 6 3 6

2 3 5 高 橋 小 学 校 684 7 9 9 1 , 4 8 3
小 計 54 , 2 2 5 6 5 , 1 4 9 1 1 9 , 3 7 4

3

3 0 1 内 原 小 学 校 3,0 5 3 3 , 2 1 0 6 . 2 6 3

3 0 2 西 原 公 民 館 9 90 1 . 1 5 4 2 . 14 4

3 0 3 菊 水 苧 . 園 1, 5 3 2 1 , 5 9 9 3 , 1 3 1

3 0 4 託 ノ 麻 原 小 学 校 3, 0 6 8 3 , 3 5 3 6 , 4 2 1

3 0 5 東 水 前 寺 公 民 館 2, 0 9 0 2 , 5 6 9 4 , 6 5 9

3 0 6 帯 山 中 学 校 1,7 8 7 1, 9 9 7 3 , 7 8 4

3 0 7 帯 山 小 学 校 2 ,6 9 0 3 , 2 5 7 5 , 9 4 7

3 0 8 帯 山 校 区 第 6 町 内 公 民 館 1,5 3 1 1, 7 4 7 3 , 2 7 8

3 0 9 京 塚 公 . 民 館 1, 1 6 7 1, 4 3 5 2, 6 0 2

3 1 0 尾 ノ 上 小 学 校 3,1 3 1 3 , 5 0 6 6 , 6 3 7

3 1 1 山 ノ 内 小 学 校 2.8 4 2 3 , 0 9 4 5 , 9 3 6

3 1 2 東 町 小 学 校 2 ,1 24 2 , 1 2 1 4 . 2 4 5

3 1 3 桜 木 小 学 校 2 .9 0 3 3 , 2 7 2 6 , 1 7 5

3 1 4 秋 津 第 2 公 民 館 1,4 8 8 1 , 6 9 4 3 , 1 8 2

3 1 5 東 野 中 学 校 1,6 7 5 1 , 8 8 2 3 , 5 5 7

3 1 6 若 葉 小 学 . 校 2 , 2 2 2 2 , 5 9 8 4 , 8 2 0

3 1 7 泉 ケ 丘 小 学 校 1, 4 0 4 1 , 6 9 5 3 , 0 9 9

3 1 8 果 ケ 丘 公 民 館 1,4 6 0 1 , 8 2 3 3 , 2 8 3

3 1 9 健 軍 小 学 校 2. 0 5 1 2 . 3 1 2 4 ,3 6 3

3 2 0 湖 東 中 学 校 1,8 5 3 2▼26 1 4 , 1 1 4

3 2 1 砂 取 小 学 校 2, 1 7 2 2 , 8 9 6 5 , 0 6 8

3 2 2 熊 本 県 庁 792 9 9 1 1 , 7 8 3

3 2 3 面 図 中 央 公 民 館 1′63 5 1 , 8 6 1 3 , 4 9 6

3 2 4 江 津 湖 団 地 第 2 集 会 所 1, 6 12 1 , 8 8 5 3 ,4 9 7

3 2 5 出 水 小 学 校 1, 8 8 8 2 , 5 8 5 4 , 4 7 3

3 2 6 覚 法 寺 1, 1 2 9 1 , 4 9 3 2 . 6 2 2

3 2 7 出 水 中 学 校 2 ,3 6 0 2 . 6 7 2 5 , 0 3 2

3 2 8 白 山 小 学 校 2, 3 8 1 2 , 7 3 1 5 , 1 1 2

3 2 9 白 山 保 育 園 72 1 9 0 7 1, 6 2 8

3 3 0 月 出 小 学 校 2 ,9 0 5 2 . 9 6 1 5 , 8 6 6

3 3 1 健 軍 東 小 学 校 1, 9 3 9 2 , 0 4 2 3 , 9 8 1

3 3 2 出 水 南 中 学 校 1. 2 7 0 1 , 5 1 4 2 , 7 8 4

小 計 6 1, 8 6 5 7 1 . 1 1 7 1 3 2 . 9 8 2

合 計 18 0 . 5 19 2 1 0 . 2 1 8 3 9 0 . 7 3 7
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(2)市議会議員選挙各種記録の推移

挙施 行年 月日

区 分
昭 4 6 .4 .2 5 昭 5 0 .4 .2 7 昭 5 4 .4 一2 2 昭 5 8 .4 .2 4 昭 6 2 .4 .2 6

有 権 者 総 数 3 0 1 ,8 6 4 3 1 8 ,1 6 9 3 4 0 ,5 4 8 3 6 2 ,8 8 4 3 8 4 ,1 1 0

投 票 音 数 2 1 9 ,8 0 8 2 2 9 ,0 7 6 2 4 3 ,0 1 0 2 4 8 ,6 7 5 2 5 5 ,3 6 1

投 票 率 ( % ) 7 2 .8 2 7 2 .0 0 7 1 .3 6 6 8 .5 3 6 6 .4 8

立 候 補 音 数 8 9 6 8 6 4 6 4 6 8

定 数 5 2 5 2 5 2 L メ.5 2 5 2

最 高 得 票 数 4 ,6 6 1 、5 ,6 1 8 6 ,4 9 8 6 ,7 6 2 8 ,6 4 5

当 選 者 最 低 得 票 数 2,4 3 8 2 ,7 0 0 3 ,2 0 6 2 ,7 5 4 3 ,1 9 5

立 候 補 者 最 高 年 齢 6 6 6 8 8 0 8 4 7 3

〝 最 低 年 齢 2 6 2 7 3 0 2 7 2 9

(3)各種選挙の投票率 (単位　%)

選 挙 別 開 票 区 第 1 第 2 第 3 全 体

参議 院 議 員通 常 選 挙 ( 昭 5 8 . 6 .2 6 ) 5 5ー9 6 5 3 .2 6 5 6 .2 5 5 5 .2 3

衆 議 院 議 員 総 選 挙 ( 昭 5 8 .1 2 .1 8 ) 6 7一1 2 6 6ー4 9 6 7 .8 6 6 7 .1 8

竿 慧院 議 墓 補欠 雷 竿 ( 暗 6 0 .1 0 .2 0 )
4 1 .2 3 3 9 .1 3 4 1 .7 2 4 0 .7 5

衆 議 院 議 員 総 選 挙 ( 昭 6 1 . 7 . 6 ) 6 9 .9 9 6 9 .5 5 7 0 .3 5 6 9 .9 8

竿 慧院 議 塁 通常 漂 写 ( 昭 6 1 . 7 . 6 )
6 9 .8 9 6 9 .4 0 7 0 .1 8 6 9 .8 4

熊 本 市 長 選 挙 ( 昭 6 1 .l l .3 0 ) 5 6 .3 2 5 9 .0 0 5 4 .7 6 5 6 .6 0

熊 本 県 知 事 選 挙 ( 昭 6 2 . 2 . 1 ) 3 5 .0 2 3 3 .8 8 3 5 .8 7 3 4 .9 6

県 議会 議 員 一 般選 挙 ( 昭 6 2 . 4 .1 2 ) 6 4 .0 6 6 8 .6 1 6 3 .8 3 6 5 .3 8

市 議会 議 員 一 般 革挙 ( 昭 6 2 ー 4 .2 6 ) 6 4 .7 4 7 0 .7 8 6 4 .4 1 6 6 .4 8
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(4)　各種選挙党派別得票状況

党 派 別

選 挙別
区 分 自 民 社 会 公 明 民 社 共 産 諸 派 無 所 属 計

参 議 院議 員 通 常 選 挙

( 選 挙 区 )

定 数 2

総 得 票 数 11 5.2 04 7 5,6 0 4
- - 8.6 2 1 - - 1 9 9,4 2 9

最 高 〝 8 1,5 7 6 7 5,6 0 4
- - 8,6 2 1 - - -

最 低 〝 33.6 2 8 7 5.6 0 4 - - 8,6 2 1 - - -
≡M B W B 5 7.7 7 3 7.9 1 - - 4.3 2 - - 1 0 0

候 補 者 数 2 1 - - 1 - - 4

衆 議 院 議 員 総 選 挙

( 熊 本 県 第 1 区 )

定数 5

総 得 票 数 119,8 4 8 6 7,3 1 5 5 4,2 5 0 - 9,0 4 1
- - 2 5 0,4 5 4

最 高 〝 3 8.8 2 6 3 9,9 4 5 5 4,2 5 0 - 9.0 4 1
- - -

最 低 〝 23,0 5 7 2 7,3 7 0 5 4,2 5 0
-

9,0 4 1
- - -

得 票 率 (% ) 4 7.8 5 2 6.8 8 2 1.6 6 -
3.6 1

- - 1 0 0

」 ffl i # S 4 2 1 - 1 - - 8

参 議 院議 員 補 欠 選 挙

( 遠 挙 区 )

定 数 1

縫 得 票 数 72,7 14 2 1月7 2 - - 7,2 9 6 - 5 3.6 3 3 1 5 5,6 1 5

最 高 〝 72,7 1 4 2 1,9 7 2 - - 7,2 9 6 - 5 3.6 3 3
-

最 低 〝 て2,7 1 4 2 1,9 7 2 - - 7.2 9 6 - 5 3,6 3 3
-

得 票 率 (% ) 4 6.7 3 1 4.1 2 - -
4.6 9

-
3 4 .4 7 1 0 0

候 補 者 数 1 1
- - 1

-
1 4

衆 議 院 議 員 絵 選 挙

( 熊 本 県 第 1 区 )

定数 5

総 得 票 数 105,8 02 5 5,6 9 3 4 6,0 1 9 - 8,0 4 0 1,1 8 3 4 8′9 4 2 2 6 5,6 7 9

最 高 〝 4 1,8 6 2 3 7,6 1 2 4 6,0 1 9 -
8,0 4 0 1,1 8 3 3 0,4 2 6

-
最 低 〝 2 4,5 7 5 1 8,0 8 1 4 6.0 1 9

-
8,0 4 0 1.1 8 3 18.5 1 6 -

得 票 率 (% ) 3 9.8 2 2 0.9 6 1 7.3 2 -
3.0 3 0.4 5 1 8.4 2 1 0 0

候 補 者 数 3 2 1 - 1 1 2 1 0

参 議 院議 員 通 常遍 挙

( 選 挙 区 )

定 数 2

総 得 票 数 142 .2 9 8 - - - 1 3,7 6 6 - 9 7,4 5 3 2 5 3.5 1 7

最 高 〝 89,5 5 3 - - - 1 3,7 6 6 - 9 7,4 5 3
-

最 低 〝 52,7 4.5 - - - 1 3,7 6 6 - 9 7,4 5 3
-

得 票 率 (% ) 5 6.1 3
- - - 5一寸3

-
3 8 .4 4 1 0 0

候 補 者 数 2 - - - 1
-

1 4

熊 本 市 長 選 挙

総 得 票 数 204 ,7 7 4 - - - -
U 9 0 9

-
2 1 7,6 8 3

最 高 〝 107,0 6 5
- - - -

1 2,9 0 9
- -

最 低 〝 97,7 0 9
- - - - 12,9 0 9 - -

得 票率 (% ) 9 4.0 7
- - - - 5.93 - 1 0 0

候 補 者 数 1
- - - - 1 . - 3

熊 本 県 知 事 選 挙

-絵 得 票 数 118,8 0 7
- - - 1 6.0 8 5 - - 1 3 4,8 9 2

最 高 A 〝 118.8 07
- - - 1 6.0 8 5 - - -

最 低 〝 118,8 0 7
- - - 1 6.0 8 5

- - -
得 票率 (% ) O O.U o - - - l l.9 2 - - 1 0 0

候 補 者 数 1 - - - 1 - -
2

県 議 会 議 員 選 挙

( 熊 本 市 選 挙 区 )

蝣」& 1 6

総 得 票 数 97,8 5 6 4 1.1 2 1 3 6,3 0 3 - U 5 6 9
-
6 2,64 7 2 50.8 9 6

最 高 〝 14,1 7 9 1 6,3 3 8 1 3,6 1 5 - 1 え56 9 - 1 5,6 3 8 -
最 低 〝 9,6 0 8 l l,2 8 4 1 0,9 1 1 - 1.え5 69 : - 1,3 8 7 -
得 票 率(% ) 3 9.0 0 1 6.3 9 1 4.4 7 - 5.4 1 - 2 4∫3 1 0 0

候 補 者 数 8 3 3 - 1 - 7 2 2

市 議 会 議 員 選 挙

定 数 5 2

総 得 票 数 苫45 7 3 .3 5,7 8 9 3 1 9 0 2 8,1 1 7 1 0.1 3 3 - 的 & 5 9 I2 5え3 7 5

最 高 〝 5,7 17 卓,7 2 1 4,6 5 4 4,5 0 5 3,5 1 4 - 8,6 4 5 -
最 低 〝 2,8 7 8 2,5 8 4 4 0 9 1 a 6 i 2 3 5 9 8 - 3 6 1 -
得 票率 (% ) 3 3.3 8 1 4 .12 1 3.3 8 3.2 4.0 - 3 1.9 1 1 0 0

候 補 者 数 如 1 0 8 2 3 - 2 5 6 8

餌　国会議員の選挙については、熊本市の投票結果を記載

接分による小数点以下の得票数は省略
衆議院議員選挙における「諸派」は「日本労働党」
熊本市長選挙における「諸派」は「熊本市をよくする会」
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14　国　際　交　流

太市は、国際化の進展するなか友好都市中華人民共和国種林市並びに20数年来にわたり友好関係を深めてい

るドイツ連邦共和国ハイデルベルク市との相互交流を促進し、両市市民の相互理解と友好親善を進めている。

さらに、市制100周年に向け、米国との姉妹都市選定に着手するなど、地方自治体の果す役割と責任の自覚

のもとに世界各国との友好親善を積極的に進めている。

(1 )中華人民共和国桂林市

熊本市と桂林市は、昭和54年10月1日の友好都市締結以来長期的視野に立って、両市間の経済・科学技

術・都市建設・教育・文化・観光・衛生等の各分野にわたる交流と協力を促進するため積極的な各種交流事業を

進めている。

提携までの経緯とその後の経過

昭和54年7月、中国社林市へ友好都市締結についての事務打合せのための先退団を派遣ふ同年10月1日、

梁成業桂林市革命委員会主任を団長とする桂林市友好訪問団一行20名を熊本市に迎え、市議会の同意を得て、

市制施行90周年記念式典と機を一にして友好都市の調印式を挙行した。

更に昭和55年1月、_熊太市友好訪問団が桂林市を中心に中国各地を歴訪し、友好交流事業にろいて具体的話

し合いを行って以来、両市の友好往来はますます活発になり、特にこの間の往来は、将来の交流の基礎を築いた。

締結5周年に当たる昭和59年には各種の記念事業が開催され、又昭和61年には、両市青年の相互交流をはじ

めとする交流事業が活発に行われたはか、翌62年には棲林市から都市建設、交通管理考察団が釆熊するなど、

両市間の友好交流は年毎に発展化している。

最近の主な交流状況

61年　2月　　無本市青年桂林市友好訪問団の派遣

62年　6月

7月

8月

桂林市教育友好代表団の来熊

熊本市高校生の桂林市訪問

熊本市民友好の巽の桂林市訪問

権林市バドミントン代表団の来熊

桂林市都市建設、交通管理考察団の来熊

熊本市高校生の桂林市訪問

桂林市芸術友好訪問団の釆熊

桂林市の概要

桂林市は、中国西南部、広西壮(チワン)族自治区の東北部に位置する永い歴史をもった風光明楯な都市で、

市内には澄みきった水がゆったりと流れる清江沿いに、南面にみられるような奇峰、奇岩(象鼻山・独秀峰・畳

彩山・崖笛岩などと名付けられている)がそそり立ち「桂林山水甲天下」と誼われるすばらしい景教を呈しているO

また、桂林の種はキンモクセイのことで、キンモクセイの街掩樹が街の隅々まで植えられて、花の咲く9月、

10月には街中がその香りで包まれる。
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棲林市の人口は、現在約30余万人で、大多数は漢民族であるが、固・壮・苗醇などの民族からなっている。

市内の面積は54平方キロメートルで、気候は亜熱帯地方に属し、年間の平均雨量は1,900ミT)メートル、平均

気温19-Cと温和で、住みよい地方とされ、古くから広西の政治、文化の中心地として栄えてきたところである。

(2)ハイデルベルク市

熊本市とハイデルベルク市とは、 20数年来の交流を重ねている。

ツンデル・ハイ-デルベルク市長の来熊、 57年8月の両市市旗の交換、更に58年7月のツンデル市長を迎え

ての熊本市民の手によるミュージカル「アルト・ハイデルベルク」の公演は、両市間の友好の舞を一段と強固な

ものにした。

更に、 61年2月にはハイデルベルク大学創立600周年を記念して開催された日本週間「熊本の日」参加のた

め、多くの熊本市民がハイデルベルク市を訪れ、ツンデル市長との桜の苗木の記念植樹や古武道、能など日本の

伝統文化を披罵、ハイデルベルグ市民に深い感銘を与え、同年9月にはツンデル市長一行14名がグ・) -ンピッ

クを参観した。

今後とも経済、文化等の各分野にわたって両市の交流を進め、両市市民の友好親善と相互理解を深めていく。

主な交流状況

55年11月　　ツンデル・ハイデルベルク市長の来熊

57年　8月

58年　6月

7月

10月

59年　7月

61年　2月

61年　9月

ハイデルベルク市管弦五重奏団の火の国まつり参加

交流事業促進のためのハイデルベルク市訪問団を派遣

ミュージカル「アルト・ハイデルベルク」鑑賞等のためツンデル市長東熊

熊本市経済訪問団の派適

熊本ユースオーケストラのハイデルベルクお城まつり参加

熊本市ハイデルベルク市友好訪問団の派遣

ツンデル市長及びハイデルベルク市民一行のYtグ.)-ンピック・86"への参加

ハイデルベルク市の概要

バーデン-ウユルテンベルク州ノルトバーデン県に位置し、昔のおもかげをとどめた古城と大学のまち。人口

約13万人。

ネッカー川とラインJrlの合流点に近く、腰高116メートル、温和な気候に恵まれ、ドイツ最古の大学を通じ

て知的な雰囲気がみなぎるドイツで最も美しい都市のひとつである。
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15名　誉　市　民
(昭62. 8.1現在)

故徳富猪一郎(蘇峰)氏(昭和30年顕彰)

文久3年1月2 5日生まれ。近世日本の先覚者として、また、すぐれた思想家であったo

無本在住中は大江義塾の創始者として子弟の教育に専念し、その啓蒙的影響が大であった.

昭和32年11月2日逝去(94歳)

故高橋守杜氏(昭和30年録画)

明治1 6年1月1日生まれ第7代市長として、 3大事業などを完遂(二十三聯隊の移転、市電.上水道の開設そ

の他)無本市の近代化.発展、繁栄につくし、また、教育者として、郷土教育の振興育成に活躍した。

昭和32年5月6日逝去(74歳)

故細川護立氏(昭和35年顔彰)

明治1 6年1 0月2 1日生まれ.細目家1 6代当主、有斐学舎の舎長、また、肥後奨学会の総裁に就任、多額の奨学

金を出資し学徒の育成援護につくした。さらに国の文化財保護委貞会委貞として、本市の重要文化財、史跡名勝

などの保存活用に貢献した。

昭和45年11月18日逝去(87歳)

故福田令寿氏(昭和35年顕彰)

明治5年1 2月7日生まれ医師開業のかたわら、覇気医尊などご教鞭をとり.子弟の教育に専念のはか、社会文

化、社会福祉関係の諸要職を歴任した。特に県の文化功労者にえらばれたはか、かずかずの叙勲、受賞にかがや

き、郷士の社会文化.福祉の向上発展につくした功掛ま大きい.

昭和48年8月7日逝去(100歳)

故宇野哲人氏(昭和44年顕彰)

明治8年1 1月1 5日生まれ東京帝国大学で漢学、ヰ項哲学の教授、名誉教授としてのすぐれた美顔払郷士無本

の文運の興隆に、多くの影響をあたえた。また.現在わが国における漢学関係の学究者で、直接、間接に氏の薫

陶.影響を受けないものはないといっても過言ではない。

昭和49年2月19日逝去(98歳)

故登山熊次(南風)氏(昭和44年顧彰)

明治20年9月1 2日生ますも横山大観画伯などに師事・日本画瑞賢進し、その多くの作品のうえに肥後の郷土色の

にじみ出た芸術の香りがよく生かされている.

氏のすぐれた業績は、大戟画伯と並んで日本画壇の最高峰に位置し、また、郷土文化の進展に大きく責献したo

昭和55年12月30日逝去(93歳)

故後藤祐太郎(是山)氏(昭和54年顕彰)

明治1 9年6月8 E]生まれ。無本にわける文化啓豪家として郷土史の研究、文化活動において多大の功績があった。

俳句同人誌「東火」 (昭和2年rかわがらし」として創刊。昭和17年に改題。 )主宰をはじめ、力作「肥後

文人画の研究」 「肥後国誌」等の著作. 「無本市政七十年史」の編纂、 「県史」 「県議全史」の監修など、氏が

手がけた仕事は、名利を求めず時流にもおも.hらず、ひたすら自己の真実を貫くその生活態度とともに.今日高

く評価されている。勲五等瑞宝章受章O県近代文化功労者。無自社会賞受賞。
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昭和61年6月4日逝去(99歳)

中村破魔子(汀女)氏(昭和54年顕彰)

明治3 3年4月1 1日生まれ。葺財七女流俳人の第㌢人も氏の句は女性特有のこまやかな情感に裏打ちされて艶であ

り硬であり且つ頭脳的である.ところにその本債があるが、そのなかにはまた、常に変あらぬ故郷熊本を想う純情

がみなぎっているのも特徴の一つであるO俳誌「風詑」を主宰する傍ら、 「春雪」 「汀女句集」 「春暁」 「筏影」

「都鳥」 「蕎嶺粧ふ」など数々の句集をはじめ、 「ふるさとの菓子」 「その日の鳳」などの随筆集を刊行し、女

性俳句の隆盛はもとより文化の振興に多大の貢献があっち勲四等宝冠章受章。文化功労者。県近代文化功労者o

現在86歳。
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輿

一般会計



(2)予算総括表

(単位　千円)

区 分

会 計別

62 年 度 当 初 予 算仏)
6 1 年 度 予 算 比 較

也) ー D )

伸 率

当 初 予 算 03) 環 計 予 算

般 会 計 104, 6 00, 00 0
%
46. 3 10 1. 430, 0 00

%
45.0 110, 77 1. 32 2

%
42. J 3, 170, 00 0

%
3. 1

l特 .別 重 計 94, 040, 542 41. 7 97. 3 4 2. 588 43. 1 125, 0 95, 97 8 47. 6 △ 3, 知 2. 0 46 △ 3 - 4

国 民 健 康 保 険 会 計 26, 6 70, 50 5 ll. 8 2 5, 16 2. 3 2 8 ll. 1 29, 4 17, 443 ll. 2 1, 5 鴫 17 7 6. 0

掌 宅 響 資 書 貸 溜
37. 8 65 0. 0 3 8. 772 0 . 0 53. 71 7 0. 0 △ 90 7 △ 2. 3

豊 野 隻 等 腎 舎
37. 7 78 0. 0 3 7. 70 2 0. 0 19, 76 6 0. 0 7 6 0. 2

老 人 居 室 整 備 資 金

貸 付 事 業 会 計
111. 2 17 0. 0 1 16. 3 52 0. 1 77 10 0 0. 0 5. 13 5 △ 4. 4

老 人 保 障 医 療 会 計 27. 8 47. 49 4 12. 3 2 5, 40 0, 50 1 li. : 27. 9 25. 486 10. 6 2 , 446, 9 93 9. 6

交 通 災 害 共 済 事 業 会 計 127. 858 0. 1 m igo 0. 1 126. 76 8 0. 1 △ 4, 63 0 △ 3. 5

食 肉 セ ン タ ー 会 計 2 21. 02 1 0. 1 2 29, 02 5 0. 1 22 9, 604 0. 1 △ , 00 4 △ 3. 5

産 業 振 興 資 金 会 計 3′5 11. 1 1. 6 3, 32 5, 1 1. 5 3. 5 11. 00 0 1. 3 186. 0 00 5. 6

完 盆 避 讃 晶 隻 弄 75. 153 0. 0 7 4, 20 6 0. 0 74, 2 06 0. 0 9 47 1. 3

肇 通 響 聖 遁 欝
1. 632 , 1 0. 7 4一18 6. 4 84 1. g 1 6′65 9,3 09 6. 3 △ 2. 554, i U △ 61. 0

鹿 輸 事 業 会 計 19, 133 ,′256 8. 5 25, 1 60, 1 60 ll. 1 28一238, 0 57 10 . 7 △ 6. 026. 9 0 4 △ 24. 0

熊 . 本 城 会 計 440, 06 1 0. 2 43 0, 7 58 0. 2 4 45, 943 0T 2 9, 30 3 2. 2

都 市 開 発 資 金 会 計 157. 13 1 0. 1 1 71. 1 71 0. 1 17 1, 171 0一1 △ 14, 0 40 A 8. 2

叢 毒 畢 糞 書 評
150, 00 0 0. 1 - - - - 150, 0 0 0 -

公 共 下 水 道 事 業 会 計 13, 244 , 797 5. 9 12. 1 83, 9 76 5. 4 17. 30 4, 429 6. 6 1. 060, 8 2 1 & 7

押 管 貸 算
43 1. 22 0 0. 2 3 76. 6 04 0. 2 3 79, 454 0 . 2 5 4, 6 1 6 14. 5

輩 宅 響 資 書 貸 算
21 2. 18 6 0. 1 2 85. 8 00 0. 1 43 8,6 96 0 . 2 △ 73, 6 1 4 △ 2 5. ;

( 墓 欝 壷 警 穿 )
- - 31. 2 6 1 0. 0 2 3, 829 0 . 0 △ 31. 26 1 -

一 般 . 特 別 会 計 合 計 198, 64 0, 542 88. 0 19 8, 7 72, 5 8昏 鑑 1 23 5. 867. 300 粗 7 △ 132. 0 46 △ 0. 1

企 業 会 計 27. 176. 82 2 12. 0 26. 9 72, 8 92 l l. 9 2 7, 07 9, 115 10. 3 203, 93 0 0- 8

産 院 会 計 41 5, 38 4 0. 2 4 43, 1 59 0. 2 39 7. 10 6 0. 2 A 27. 77 5 △ 6. 3

市 民 病 院 会 計 6. 92 5. 91 1 3. 1 6, 8 30, 1 15 3. 0 6. 90 4, 57 6 2. 6 95, 79 6 lI 4

水 道 事 業 会 計 14- 47 2. 17 6 6. 4 14′0 27. 2 05 6 .2 13, 7 69, 12 9 5. 2 44 4. 97 1 3. 2

交 通 事 業 会 計 5, 363 . 35 1 2.3 5, 6 72. 413 2. 5 6, 00 8, 30 4 2. 3 △ 30 9, 06 2 △ 5. 4

総 . 計 22 5, 817. 36 4 100 2 25, 7 45. 4 80 100 2 62. 9 46. 41 5 100 7 1, 8 84 0.03
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(3)一般会計性質別財源充当状況
(単位　千円)

区 分

性 質 別

6 2 年 度 当 初 予 . 寡 6 1 年 度 当 初 予 算

特 定 財 源 - 般 財 源 特 定 財 源 - 般 財 源予 算 額 構

成

也

予 算 額 棉

成

也

1 人 件 費 27. 6 02. 1 52
%
26. 4 2, 2 00. 254 25. 40 1. 89 8 2a 1 62. 5 7 2

27l0Ai
160, 0 56 26. 0 02,′5 16

2 物 件 費 9. 0 39. 0 40 8. 6 L 80 2, 982 7. 23 6. 05 8 9, 0 03, 1 3 9 8 9 1. 6 83. 9 45 7, 3 19. 1 94

3 維 持 補 修 費 L 42 … 82 1. 4 28 5, 677 1. 135. 30 5 1′3 82, 8 5 2 1. 4 2 75. 0 02 I 1 07. 8 50

4 扶 助 費 20. 73 4′44 0 19. 14, 77 4, 42 1 5, 96a O 19 20. 624, 39 3 2 0.3 14. 7 56, 7 28 5, 8 67, 6 65

5 補 助 費 等 3. 29 L 80 6 3. 1 3 19, 0 10 2. 972, 7 96 3, 36 8, 6 97 3. 3 30 3, 56 2 3. 0 6 5. 13 5

6 普 通 建 設 事 業 20, 7 75, 30 8 19. 9 13, 0 9 L O 52 7, 68 4,′256 18. 35 4′8 90 18. 1 U 1 53, 79 9 7, 2 0 L O9 1

補 助 事 業 & 12 5. 6 44 7I 8 7, 039, 186 L 08 6. 45 8 6, 75 7. 140 6▼7 5, 7 34,′4 00 L 02 2, 7 40

単 独 事 業 12, 64 9. 664 12. 1 6, 05 1, 866 6, 5 97. 79 8 H 5 97. 7 50 l l. 4 5, 4 19, 3 99 6. 17 8, 35 1

7 災 害 復 旧 事 業 - - - -

8 失 業 対 策 事 業 97 4, 153 0Ⅰ9 3 15, 0 39 659, 1 14 L 25 9, 0 90 1ー2 39 3, 83 9 8 6 5. 2 5 1

9 公 債 費 12, 3 45. 2 62 ll. 8 i, 160, n o ll, 18 4′55 2 ll. 43 9. 0 20 11ー3 L 2 07, 42 3 10, 23 1, 59T

l0 積 立 金 3 58, 8 80 0. 3 35 8, 8 80 - 5 85. 3 33 0. 6 5 75. 33 3 10. 0 0O

l lE ㌔ 及 芸
5 0. 0 99 0. 1 - 50, 09 9 17. 1 27 0. 0 - 17. 1 27

1 2貸 付 金 62 6, 000 0. 6 62 L 135 4. 8 65 61 1. 0 00 0P 6 6 06. 12 6 i 8 7 4

13線 出 金 7, 3 11, 87 8 7. 0 7 13. 5 12 5. 598. 3 6 6 6. 55 L 8 87 6」 66 4, 45 3 5, 8 8 7, 4 3 4

14 予 備 費 70, 0 00 0. 1 - 70, 00 0 70. 0 00 0. 1 - 7 0, 0 0 0

合 計 10 4. 6 00. 0 00 10 0 3 5. 6 42′672 68, 95 7, 32 8 io l m . o oo 10 0 33. 7 80, 26 6 67, 6 4 9, 73 4
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(4)一般会計決算の推移

(歳　入)

区分

款 年度

金 額 (千 円 ) 棉 . 成 比 ′殉

5 8 5 9 6 0 6 1 6 2 5 8 59 の 6 1 6 2 1

1 市 税 4 3′86 8, 453 46. 73 6. 52 8 50, 82 2, 52 0 54, 8 10,5 99 55, 66 9, 2 27 43. 5 42. 9 4 4ー5 4 8. 9 3. 2

2 地 方 譲 与 税 7 60, 8 13 73 1. 78 7 687, 47 4 7 47, 9 38 6 01. 0 00 0. 8 0. 7 0. 6 0. 7 0 . 6

3 自動 車 取 得税 交 付 金 415, 83 7 4 14, 75 4 41 0, 40 2 46 4,5 0 9 400, 0 00 0l 4 0- 4 0. 4 0一4 Ol d

4 割 滑 卿 竃
6,0 17 6. 01 7 6. 0 17 5,6 56 1. 0 00 α 0 0. 0 0. 0 0. 0 0. 0

5 地 方 交 付 税 1 0, 87 1. 7 45 9, 9 39, 6 67 ll, 60 9, 62 3 12, 4 50′5 1 1 10, 0 00, 0 00 10. i a i 10. 2 l l. 1 9. 6

6 毒 3 撃 浮 雲
1 15. 26 8 16 4, 58 6 176. 98 4 1 55,2 29 1 00, 0 00、 0. 1 0. 1 0. 1 0. 1 0- 1

7 分 損 金 及 び 負 担 金 956. 153 9 79, 9 20 9 6 1. 87 1 1′06 6, 4 87 1. 1 10, 6 54 1. 0 0. 9 0- 8 0. g 1. 1

8 使 用 料 及 び 手 数 料 2. 22 1. 16 5 2, 49 5, 06 6 2. 7 3 4, 72 9 2, 97 2,′0 28 2. 8 34′9 44 2. 2 2. 3 2 l 4 2. 7 2. 7

9 国 庫 支 出 金 20, 18 1. 78 0 20, 82 1. 08 3 20, 50 9, 56 7 1 8, 6 16, 9 43 17. 6 31. 3 36 2 0. 0 19. 1 17‥9 1 6.6 16 . 1

1 0 県 支 出 金 2, 4 48, 097 2′52 a 43 1 3. 15 4. 3 40 4′10 0, 7 71 3, 0 72, 8 43 2. 4 2. 3 2. 8 3. 7 2 . 9

1 1 財 産 収 入 1. 476. 49 6 2,5 78, 5 5 2 1▼9 0 5. 01 4 2, 0 63,′4 26 1. 2 92, 4 86 1. 5 2 .4 1. 7 1. 8 1. 2

1 2 寄 、 附 金 15. 546 2 75 4, 78 9 88′4 9台 1 0. 0 0. 0 0. 0 0. 1 0. 0

1 3 繰 入 金 5 1. 90 1 6 2 4, 09 8 2. 5 33, 76 5 5 17, 58 2 10, 0 00 0. 1 0. 6 2. 2 0. 5 0 . 0

1 4 2, 6 19, 520 1. 640, 29 0 1. 3 40, 16 3 1, 3 35, 97 7 5 00, 0 00 2. 6 1. 5 1. 2 1. 2 0. 5

1 5 諸 収 入 3 . 280, 72 7 4一77 2. 19 9 3. 476. 2 42 3, 6 89, 0 44 3. 02 1. 3 09 3. 2 4 .4 3, 0 3. 3 2 . 9

1 6 市 債 l l. 465, 500 14′43 6. 10 0 13. 9 83 . 30 0 8′983, 80 0 3 55, 20 0 ll. i 13 .3 12. 2 8. 0 8. 0

合 計 100, 755, 018 10 8, 877, 35 3 114一3 16. 80 0 1 12, 0 68, 9 98 104, 60 0, 0 00 10 0 100 1 00 100 10 0

×分

款 年 度

金 額 ( 千 円 ) 構 成 比 (狗

5 8 5 9 6 0 6 1 6 2 58 5 9 6 0 61 62

1 議 会 費 7 08, 5 13 7 75. 175 7 5 8, 01 6 7 57, 1 23 83 2. 59 3 0. 7 0. 7 0. 7 0、7 0. 8

2 総 務 費 1 2. 18 2. 0 39 ll. 9 31. 0 40 12, 442 .8 50 1 1′540, 38 4 10, 32 6. 07 5 12 . 3 ll. 1 ll. 0 10. 5 9. 9

3 民 = 生 費 22, 33 6, 6 30 23, 3 34, 3 5 4 2 4, 58 9′47 4 26′168′54 2 25. 4 15, 83 7 22 . 5 21. 7 2 1. 2 3. fi24 . 3

4 衛 生 費 9, 15 6, 6 34 llt 2 81. 7 50 12. 8 71. 79 4 9 90, 78 2 09 4′8 65 9. 2 10. 5 ll. i 8. 2 7. 7

5 労 働 費 1▼3 3 2, 7 23 1. 2 70, 8 42 1, 2 8 9, 54 8 1, 9 18, 87 1 9 74. 1 53 1. 3 1. 2 1. 1 1. 7 0. 9

6 農 林 水 産 業 費 1. 8 45. 8 4 1 2.1 96 . 40 1 2. 3 20, 5 3 4 2, 5 40, 93 6 1. 66 3. 63 7 1. g 2. 1 2 . 1 2. 3 1. 6

7 商 工 費 1. 7 5 4, 446 1. 8 42. 3 09 2. 0 34 ,3 9 4 1, 9 89,6 0 1 1. 99 5, 07 2 1. 8 1. 7 1. 8 1. 8 1. g

8 土 木 費 18, 58 3, 1 99 20, 6 93. 1 65 2 1, 22 0, 32 1 2 2, 56 2′6 05 21, 4 18, 3 45 18. 8 9. 2 18. 2 0. 6 20. 5

9 消 防 費 3. 984. 0 57 4一4 41. 2 83 4, 0 44, 7 0 1 4, 0 19, 3 82 4, 17 6, 33 2 4. 0 4. 1 3. 6 3. 7こ4 . 0

1 0 教 育 費 14, 753. 2 27 15一9 98, 3 00 16, 8 79, 4 94 1 3′23 6, 3 32 13, 7 29, 0 61 14I g 14I g 14一g 12. 1 13 . 1

1 1 災 害 復 旧 費 73, 2 90 7. 0 49 48, 7 26 4.3 83 0 0. 1 0. 0 0. 0. 0 0

1 2 公 債 費 g go o0, 000,′53 2 10, 1 01. 6 62 10, 9 63, 9 64 12, 17 4, 6 64 12. 3 45. 26 2 9- 0 9. 4 9. 7 l l. 1 ll. 8

1 3 諸 支 出 金 3. 5 15, 5 97 3一6 80, 4 92 3. 5 17. 0 07 3. 835′2 62 3, 5 58, 76 8 3. 5 3l 4 3. 1 3. 5 3 . 4

1 4 予 備 費 0 0 0 0 70, 00 0 0 0 0 0 0. 1

合 計 99, 11 4, 7 28 107. 5 53一82 2 1 12. 98 0, 8 23 109, 7 38一86 7 104, 600, 00 0 100 1 00 10 0 10 0 100

(注)　61年度は決算見込額、 62年度は当初予算額を示す
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(5)財政指標(普通会計ベース)
(単位　千円)

年 度

区 分

5 7
指

敬

5 8 5 9 6 0 6 1

指

敬

伸

率

伸

率

揺

a

伸

率

指

m .

伸

率

宿

敬

伸

率

基 準 財 政 需 要 額 4 1, 213. 3 00
%

9. 6 10 0 41. 92 1. 6 8 2
%
1. 7 1 0 43, 1 52. 3 58

ノ%

2 l g 1(伝47. 58 4, 74 5

%
10. 115 5 1,8 66,3 58

%
9. 0 1品

基 準 財 政 収 入 額 29. 279, 0 22 9. 1 100 31. 2 94, 23 2 6. 9 l o† , 6 67. 5 56 7. 6 115 36. 29 7. 05 1 7- 8 124 3 9,86 5,59 8 9. 8 13i

棟 準 税 収 入 額 3 8, 78 8, 3 60 9. 1 100 41. 43 2. 80 3 6. 8 1 07 44, 6 的 0 8 8 7. 6 115 48. 10 4′1 34 71 9 以 5 2,85 1′52 1 9, 9 1訴

標 準 財 政 規 模 50, 7 22. 63 8 0. 1 100 51. 8 47. 75 0 2. 2 1 02 54, 0 83 , 64 8 4. 3 Iff ? 59. 2 01. 2 66 9. 117 64,77 6,49 1 9. 4 128

財 政 力 指 数 0 . 7 1 0. 7 2 0. 7 5 0、76 0. 77

実 質 収 支 比 率 鰯 3. 5 3. 3 2. 0 1. 8 3.3

経 常 収 支 比 率 鰯 75. 6 77. 2 79. 7 79. 7 79. 5

公 債 費 比 率 鰯 l l. 6 13 .5 14、7 1 5. 0 15. 4

(注)　61年度は決算見込額
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17　市　　　　　税

(1)市税の税率及び納期

税 目 税 率 納 期 限

市

氏

ftt

個

人

均 等 割 2,5 0 0 円

1 期 6 / 1 - 6 / 3 0

所 得 割

.課税所得金額 税 率

2 0 万円以下 2.5 %

2 0 万円 超 3 %
4 5 万円 〝 4 %

7 0 万円 〝 5 %

9 5▼万円 〝 6 %

1 2 0 万円 〝 7 % .

2 2 0 万円 〝 8 %

3 7 0 万円 〝 9 %

5 7 0 万 円 〝 1 0 %

9 5 0 万円 〝 1 1 %
芸,,: 3 8 宕 昌 1 2 %1 3 %

4,9 0 0 万 円 〝 1 4 %

2 期 8 / 1 - 8 / 3 1

3 期 1 0 / l ~ 1 0 / 3 1

4 期 1 / 1 ⊥ 1 / 3 1

0 - .般的を申告納付期限 各事業年産終了

の日から2 カ月以 内1 但し、税務署長の

汰

蝣K

均 等 割

1 資本等の金額が5 0億円を超える法人で熊本市
内に有する事務所等の従業者数の合計数が 5 0 人
を超えるもの 年額 3,6 0 0,0 0 0 円
2 資本等の金額が1 0億円を超え5 0 億円以下で
ある法人で従業者数の合計数が5 0 人を超えるも
の 年額 2,10 0,0 0 0 円
3 資本等の金額が1 0 億円を超える法人で従業者
数の合計数が 5 0人以下であるもの及び資本等の金

承認を受けたものは 3 カ月以内

0人格のない社団等で収益事業を行わない
もの 公共法人、公益法人で均等割のみ

額が1億日を超 え1 0億円以下である法人で従業 を課されるもの

者数の合計数が5 0人を超えるもの
年額 4 8 0,0 0 0 円

4 資本等の金額が1億円を超え1 0億円以下であ
る法人で従業者数の合計数が 5 0 人以下であるも
の及び資本等の金額が1千万円を超え1億円以下
である法人で従業者数の合計数が 5 0 人を超える
もの . .年額 18 0,0 0 0 円

5 資本等の金額が1千万円を超え1億円以下であ
る法人で従業者数の合計数が5 0人以下であるも
の及び資本等の金額が1千万円以下で従業者数の
合計数が 5 0 人を超えるもの

年額 14 4,0 0 0 円
6 前各号に掲げる法人以外の法人等

4 8,0 0 0 PI

4 月 3 0 日

法人税別
1 4 7

1 0 0

痩

氏

n

個

人

均 等 割 7 0 0 円

個人市民税 と同 じ
所 得 割

課税所得金額 税 率

1 5 0 万円以下 2 %

1 5 0 万円 超 4 %

固 定 資 産 税
1.4

1 期 4 / l ~ 4 / 3 0

2 期 7 / l ~ 7 / 3 1

1 0 0 3 期 9 / l ~ 9 / 3 0

4 期 1 2 / 1 - 1 2 / 3 1

都 市 計 画 税
0.2

1 0 0
固定資産税 と同じ

軽 自 動 車 税

1 原動機付 自転車

(力 総排気 量が 50 cc以下 1,0 00 円 ( 7 oora ーl W の税率につ いては、 6 0年

(1ー 〝 90 ec 〝 1, 20 0 円(1, lO OF J 2 月 1 5 日前に収得 した もの は、

(91 〝 12 5c e " 1, 600 円 (1, 4 50P5 1,0 0 0 円( 7 0 0 円 )、6 0年 2 月 15

w ミニカ 2,5 00 円(2,30 0円〉 日以後 に聴得 した もの は 2 ,5 0 0

2 軽 自動車

的 二輪のもoi k側革付を含む)2,40 0 円 (2 ,20 0F可

(1ー 三輪めもの 3, 10 0 円 (2, 850P5

円 ( 2,3 0 0 円 ) を適用す る
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i

　

°

税 目 税 率 納 期 限

(功 四輸以上のも.の

朝 のもの.f慧 5,5007,200鵠 芸0000器

物 用のもの層 雲呈宕::冒(2,9(3,6200宗

(jj 雪上車 2400円(22 00円)
3 /)、塾特殊自動車
(力 点耕作業用自動車1,600円(1,450円)
(j) メ臓脱穀作業自動車1,600円
(功 その他のもの 4,700円(43001円)
4 二輪の小型自動車
総排静 ヌ250cc起 4000円(3β5OP3)
Q労 ( ) の金額は電気軽昏動皐等に適
用される税率 .

5 / l ~ 5/ 3 1

市たばこ消費税

従価割 14.3 %
従量割 1,000 本につき350 円
( 昭和 61 年 5 月 1 日から昭和62 年12月
31 日までの間に売り渡したたばこに
? いては⊥ 1,000 本につき640 円 )

毎月末日.

豪 気 税 5 % 毎月2 5 日

ガ ス 税 2 % 毎月2 5 日

木 材 引 取税

( 1立方メI トル当たり)

1 す ぎ 9 7 円
2 ひのき 1 1 9 円

.3 ま つ 7 6 円
4 広報 9 0 円

5 けやき及びまかば 広葉樹の1.3倍
6 内地産のくす、なら、ほほ、えんじゆ、く
わ、しほじ、やちだも、くるみ(さわくるみ
を含む) 、けんほう、なし及びくり

以上広鮒 の 1.2倍

7 内地産のかし類(あかかし、あらかし、し
らかし、うはめかし及びいちがし)

広葉樹の 1.1倍

8 草な及びしい 広鮒 の0.6倍
9 針葉樹のパルプ用材及び坑木

す乳 ひのき、まつの0.6 倍

10 広鮒 のパルプ用杖及び坑木
広葉樹の0.5倍

毎月 7日

商品券発行税 商品券発行額の2 % 毎月1 0 日から末日

糊 rj土地保有税

⊥沌町棚 にりI -C,¥r *--Jt th 瀧 土地の保有に係るもの.(保有分 ) 5 月末日

土地噸 得鴫 .して課するもの 了清市 土地の敢得に係るもの(鴨 分) 8 月末日

2月末日

事 業 所 税

1 既設分 既設分

の一資産副 事業所床面積 1 nfにつき 法人 各事業年度終了の日から2カ月以内
年 60 0 円

の 従業謝 従業静 与糠 の 冒.02 昌

2 新設分

個人 その年の翌年 3 月 1 5 日

新設分
新嘱受事業所床面榛 11㌔につき6,00 0 円 新増築した白から2 カ月以内
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(2)納税義務者の推移

税 目 年 度 5 7 5 8 5 9 6 0 ′ 6 1

市

氏

秩

個

人

普 均 等執 の み 7, 4 6 5 7 , 5 2 ] 7 , 6 1 3 5 , 5 1 2 5 , 0 8 5

過 所 得 割 の み ll , 1 5 2 l l, 5 3 7 10 , 8 7 7 1 0 , 6 4 9 l l , 6 5 6

m 完 全 納 税 者 42 , 9 3 2 4 5 , 7 1 7 4 6 , 0 1 2 4 7 ,0 5 5 5 0 , 0 6 8

坤 i f 6 1 , 5 4 9 6 4 , 7 7 5 6 4 , 5 0 2 6 3 , 2 1 6 6 6 , 8 0 9

待 均 等 割 の み 2, 1 3 1 1 , 9 7 4 2 , 2 2 6 2 , 1 5 3 1 , 8 9 7

刺 所 得 割 の み 16 , 4 4 5 1 6 , 5 0 0 1 6 , 5 4 3 1 6 , 5 1 4 1 6 , 2 9 9

a 完 全 納税 者 10 9 . 78 8 1 1 1. 3 2 1 ユ10 , 3 2 9 1 1 0 , 1 9 9 1 1 0 , 6 4 8

収 計 12 8 , 3 6 4 ユ2 9 , 7 95 1 2 9 , 0 9 6 1 2 8 , 8 6 6 1 2 8 , 8 4 4

小 . 計 18 9 , 9 1 3 1 9 4 , 5 7 0 19 3 . 5 9 8 1 9 2 , 0 8 2 1 9 5 , 6 5 3

法 人 詞 定 件 数 18 , 6 0 0 1 8 , 7 8 6 1 9 , 1 9 7 1 9 . 4 4 8 1 9 , 7 0 2

固 資 土 地 及 び 家 屋 12 1 , 6 6 7 1 2 4 , 5 8 ] 1 2 6 , 7 1 8 1 2 8 . 6 5 7 1 3 1 , 2 5 0

産

定 税

償 却 資 .産 (2 , 7 9 3 ) ( 2 , 8 3 8 ) (2 , 7 6 4 ) ( 2 , 7 9 8 ) ( 2 , 8 4 9 )

小 計 32 1 , 6 6 7 1 2 4 , 5 8 1 1 2 6 , 7 1 8 1 2 8 , 6 5 7 1 3 1 , 2 5 0

軽 1 日 .動 阜 税 10 6 , 5 5 8 1 2 0 , 8 7 9 1 3 3 . 6 1 4 1 4 1 , 6 1 3 1 4 8 . 1 4 2

合 計 43 6 , 7 3 8 4 5 8 , 8 16 4 7 3 , 1 2 7 4 8 1 , 8 0 0 4 9 4 , 7 4 7

対 前 年
増 加 数 22 , 7 6 2 2 2 , 0 7 8 1 4 , 3 1 ] 8 , 6 7 3 1 2 , 9 4 7

伸 長 率 β勾 10 5 1 0 5 1 0 3 1 0 2 1 0 3

(良)償却資産に係る(　)は土地及び家屋に含む

(3)市税収入状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　千円)

年 度

税 目

6 0 6 1

調 定 額 収 入 額 収 入率 (% 謝 定 額 収 入 額 収 入 率 陶

市 個人 分

普 通 徴 収 6,3 38, 08 3 5, 8 92. 75 0 93. 0 6, 588,′23 5 6, 09 3, 67 9 92 .5

特 別 徴 収 12′964, O il 12. 9 06. 6 42 99. 6 13一815. 7 4 4 13 . 756. 9 16 99. 6

局 .

m

計 19, 3 02, 0 94 18′799, 3 92 97. 4 20, 403. 9 7 9 19, 85 0, 59 5 97. 3

法 人 分 8, 32 8, 0由 28 6, 298 99. 5 8 , 907, 4 7 1 8′863, 6 68 99. 5

小 計 27, 6 30, 17 8 27. 0 85, 6 90 98. 0 29, 3 11, 4 50 2 8, 7 14, 2 63 粥.0

@ g

産

固定 資 産 ー土 地 家 屋 償却 資 産 14, 4 77, 48 1 13, 93 9, 18 0 96. 3 16 . 425. 8 9 6 15, 787. 6 89 、96. 1

交 付 金 . 納 付 金 557, 9 40 5 57. 9 40 100. 0 235. 3 8 8 235. 3 88 100. 0

小 計 15. 0 35. 42 1 14, 497. 12 0 96. 4 16, 661‥284 16, 023. 0 77 96. 2

軽 自 動 車 税 314.7 5 5 2 99, 3 79 95. 1 333. H i 317. 1 49 95.

た ば こ 消 費 税 2.52 3.㌶ 3 2 . 52 3. 823 100. 0 2 . 943. 5 9 0 2. 943. 5 90 100. fl

電 気 税 2, 0 77, 10 2 2, 07 7, 10 2 100. 0 2 , Oi l, 0 4 5 2, Oi l,0 4 5 100. 0

ガ ス 税 59. 0 2 6 5 9, 0 26 100. 0 53, 6 8 7 53. 6 87 100. 0

木 材 引 取 税 121 12 1 100. 0 3 2 32 1 00. 0

特 別 土 地 保 有 税 135. 6 9 3 1 35. 07 6 99. 5 112. 9 3 4 112 .7 72 99. 9

商 品 券 発 行 税 69, 65 1 6 9, 65 1 100. 0 75. 2 63 75. 2 63 1 00. 0

事 業 所 税 1. 3 16. 5 2 1 1. 29 6. 73 3 98. 5 1, 470, 20 6 1. 420, 0 70 96. 6

都 .市 計 画 税 2.32 8. 2 2 4 2. 2 41. 69 9 96. 3 2一580, 1 42 47 9, 8 13 96. 1

合 計 51. 490, 5 16 50, 28 5. 42 0 9 7. 7 55. 553. 0 47 54, 150, 7 6 1 97. 5

滞 . 納 繰 越 分 3.3 43. 1 20 537. 10 0 16. 1 3 , 924, 2 9 1 65 9, 83 8 16. 1

f t 5 4, 833, 6 36 50, 82 2. 52 0 92. 7 59. 477. 33 8 54, 8 10. 5 99 92. 2
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EH2E3闘冒
(単位　千円)

区 分 m .

A

組 合

税 目

調 定 額 組 合 納 付 額 収 入 率

㈲

m m *

交 付 金

(a

割 合

(C )

事 務 費

年 度
■コ

数 員 数 l h ) 件 数 金額 03)
l 伽

也)

- 亡殉

也) 交 付 基 準

5 7 72 0 40, 0 55

市 民 税 5, 2 7 6, 24 1 3 4.5 7 1 9 10, 8 41 17. 3

74. 997 0l 4

納 期 内 に 完 納

固 定 資 産 税 12, 5 09, 799 12 1, 9 16 2. 4 25. 2 36 19. 4 し た 市 税 の

軽 自 動 車 税

計

2 08, 958

17. 99 4, 99 8

8, 9 11

16 5. 3 98

18, 5 74

3, 3 5 4.6 5 1

8. 9

18. 6

5 7 年 度 は

1 c100 *蝣朗

3. 00 0 円 ) 、

5 8 ~ . 59 年 度

は 4 7 ( 餌

2 .70 0 円 ) 、

5 8 69 2 39, 64 0

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自動 車 税

5一6 58 ,50 4

13, 8 69, 17 1

2 30, 43 1

33 . 0 46

117, 70 1

3 53

9 1 1, 3 40

2,6 47, 31 4

17. 18 0

16. 1

19. 1

7. 5

70, 20 8 0. 4

計 19, 75 8, 106 15 9, 10 0 3 .5 7 5, 83 4 18. 1 6 0 - 6 1 年 度

は 2J (100 *蝣餌

5 9 6 7 8 39, 440

市 民 税 5, 9 68, 23 6 30 , 4 36 9 2 亀8 6 3 15. 5

70, 1 22 0.3

固 定 資 産 税 14, 9 79, 90 6 1 12. 3 79 2. 69 6. 10 1 18. 0 2. 400 円 ) と

軽 自 動 車 税

計

2 93. 62 9

2 1. 2 4 1, 77 1

8. 63 1

151, 4 46

2 0, 6 43

3, 63 9, 60 7

7. 0

17. 1

嶺 収 書 1 枚 に

つ き 1 0 円

均 等 割 育 収 書

に つ い て は 1

枚 に つ き 50 円

6 0 67 1 3 9, 2 30

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

計

6, 33 8′083

16,8 0 5, 70 5

3 14, 75 6

23, 4 58′54 4

2 8, 8 18

107, 0 8 7

9, 41 7

1 45. 32 2

89 5. 6 55

2, 83 7, 8 07

22. 463

3. 7 55, 9 2 5

14. I

16. 9

7. 1

16. 0

63, 7 2 4 01 3

6 1 66 3 39, 09 5

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

計

6, 5 88, 23 5

19, 006, 0 38

3 33. 414

25, 9 27, 68 7

27. 88 1

10 1′11 0

8. 27 8

13 7, 26 9

8 43. 3 3 4

2, 9 9 1, 5 72

20, 15 9

3 .8 5 5, 06 5

12ー8

15. 7

6. 0

14. 9

6 4. 61 4 0. 2

(注)調定額は納税組合の対象となるものについて計上し、固定資産税には都市計画税を含む
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18開　発　公　社

g^^^^^mii

設立年月日

目　　　　　的

I財団法人　熊本市開発公社

昭和39年7月3日

公社は、熊本市と一体となり、都市の開発及び再開発のための事業を推進することに

より、熊本市の産業轟済の発展と市民の福祉増進に寄与することを目的とする

事　　　　業　　○市街地開発に必要な用地の取得、造成、管理及び処分

○道路その他公共の用に供するため、必要な土地のあっ旗、取得、造成管理及び処分

o駐車施設(熊本市下達1丁目1番)の建設管理及び処分

o前各号に掲げるもののはか公社の目的を達成するために必要な事業

役　　　　貞　理事轟　助　役　理　事　市民局長　産業局長　中小企業局長　保健衛

(昭62.4.1現在)副理事長　　　　　　　　　生局長建設局長都市局長教育長　企画

広報部長

常務理事　総務局長　監　事　　収入役　副収入役

役員の任期は2年、ただし再任をさまたげない。

資本金及び資金　基本財産　10,000千円(市出資金)

資金は市の損失補償を得て市中銀行等より借入している.

利　　率　年7. 5%以内( 2年据置を含め10九年以内の半年賦及び年賦償還)
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区分 事 業 名
1 執 行 .額

備 考
面 積 金 額

昭

和

六

十

年

皮

事

莱

教 育 施 設

Df

ll,444.55

円

1.022.180,442 竜南中学校分校拡張用地ほか

下 水 道施 設 35.23 1∴867.000 新川橋雨水ポンプ場用地

公 園 施 設 28,373.69 969,825,837 健軍町小峯公園用地はか

街 路 施 設 2,736.12 253.3的000
都市計画道路3 - 3 - 7

熊本駅～新外線用地ほか

土 木 施 設 2.855.04 110,413,786 画図町所島排水路用地ほか

「公有地拡大法」

関 連 施 設
6.956.74 482.466.184 渡鹿6丁目公園用地ほか

その他の公共施設 2.855.19 307.267.846 熊本市公共駐車場用地ほか

合 計 55,256.56 3,147.321.095
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19　土地開発基金

設　　置　公用若しくは公共用に供する土地又は公共の利益のために取得する必要のある土地をあらかじ

め取得することにより、事業の円滑な執行をはかるため、熊本市土地開発基金を設置する

基金の額14,904,222千円(昭62.3.31現在)

運用の範囲　基金は上記の目的を達成するため、土地を先行取得するはか、熊本市開発公社の土地取得事業

に貸し付けることができる(貸付利率　年6分5毛)

20　市　庁　舎　概　要

本市永年の愚案であった新市庁舎の建設は、昭和54年3月着=以来2年8カ月を経て昭和56年10月未

に完成し、同年11月初めには落成式が挙行された。新庁舎は、建物そのものを新しくするばかりでなく、

内容的にも市庁舎はどうあるべきかとの基本理念を踏まえて建設したo

(1)建物概要

所　在　地

敷地面積

・雀琴面積
/

延　面　積
/

構造・規模

熊本市手取本町1番1号

10,007. 20 nf

5, 583. 54 iが

39, 686. 57iば(他に駐輪場83. 70n紬,.ある)

高層棟　　鉄骨遺　地下2階地上15倍建

議会棟　鉄骨鉄筋コンクリート造　地上6階建

高　　　さ　　高層棟　　軒高62. 10 m

議会棟　　軒高26. 00 m

工　　期　着　工　　昭和54年3月17日

竣　=　　昭和56年10月31日

総事業費　112億2千万円

財源内訳　基　金　　62億5千万円

起　債　　47億3千万円

一般財源　2億4千万円

事業費内訳　　建築工事　65億3千万円

設備その他工事　36億6千万円

委託費　　5億6千万円

備品費　　4億7千万円

(2)建物の特色・特徴

ア　窓口事務部門の集約化

市民課を中心として窓口部門を1 -2階に集中的に配し、その間をェスカレーター2基で結ぶことに

より、立体的総合窓口化を図った。

イ　市民ホール、展示ホール等の設置

市民のコミュニティの場、憩いの場としてのスペースを確保するため、市民ホール、展示ホール、展
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望ロビー等を設置している。

り　美術文化の導入

庁舎建物に地域性、芸術性等の文化的潤いを加味するよう努め、地元画家の壁画をはじめ、彫刻、美

術周明、壁掛、美術パネル等の美術装飾を積極的にとり入れた.

エ　熊本城との講和

庁舎前面に位置する熊本城との調和を保つため、庁舎の形状について高層棟は直線的でシンプルなも

のとする一万、議会棟には和風様式をとり入れている。また、外壁の色調は渋い茶褐色とし、お城の緑

と調和を図った.

オ　身体障害者への配慮

身体障害者対策として、出入口は全てスロープ式とし自動ドアを取り付けているはか、エレベ-タ

ー2基には特別な装置を施しており、専用トイレも8カ所設置している。

力　防災設備

風水害、火災あるいは地震等に対しては、防潮夜やスプT)ンクラーの取り付け、バルコニーの設置な

ど設計上からも万全を圃しており、特に耐震性は関東大地震の約2倍にも耐える建物とした。

キ　省エネルギー対策

高層棟の各階にはバルコニーが設置されてt、るため、これが日本家屋の軒庇の効用と同じく太陽直射

熱を遮って、外部からの熱負荷を軽減させている。

また、宕ガラスには断熱性の高い複層ガラスを用いているほか、外壁については内貼材(スタイロホ

ーム)を使用して断熱効果を高めている。

(3)熊本市自転車駐車場

近年、ミニバイク等の二輪車の増加は著しく、市街地中心部における放置二輪車は、防災上、歩行者

の安全性、都市美観等に影響をおよぼしている。市庁舎周辺地域でも相当数の放置二輪車があり、それ

らを整理、収容するため、また土地の高度利用の面からも上層階には、庁舎に付随する会議室等を配置

している。

駐輪施設としては自走式で半地下階から4階までを使用し、安全性や維持管理を考慮したテレビ監視

システムや自動放送システム等を取り入れている。

所　在　地

開設年月日

敷地面積

建築面積

延　面　積

構　　　造

建　mmm

熊本市花畑町9番1号(市役所別館内)

昭和61年1月11日

703. 43 mデ

434. 99 nf

3,401.21 irf(駐車場部分: 1,742. 96rが)

鉄骨造　8階建(一部半地下)

388, 000千円

収容台数　　703台

利用台数　　61年度　延400,930台
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